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式
典
で
は
、与
謝
野
町
感
謝
状
贈
呈
要
綱
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

各
分
野
に
お
い
て
町
の
振
興
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
方

に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
今
回
は
合
併
10
周
年
に
あ
た
り
、

幅
広
い
方
々
を
対
象
と
す
る
た
め
６
つ
の
部
門
を
設
け
、企
業
、団
体
、

町
民
の
皆
さ
ま
84
名
に
対
し
、
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
今
回
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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３
月
６
日
、
平
成
18
年
３
月
１

日
に
誕
生
し
た
与
謝
野
町
が

10
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、

知
遊
館
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
合
併
10

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

   

式
典
に
は
、
二に

之の

湯ゆ

智さ
と
し

参
議
院

議
員
、
福ふ

く
山や
ま
哲て
つ
郎ろ
う
参
議
院
議
員
、
城
じ
ょ
う

福ふ
く
健た
け
陽は
る
京
都
府
副
知
事
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
や
町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
約

３
０
０
人
が
出
席
し
、
10
周
年
の
節

目
を
祝
い
ま
し
た
。

■
総
務
・
企
画
部
門

　
北き
た
風か
ぜ　
雅ま
さ
雄お　
様　
　
　
　
　

　
依よ

田だ　
嘉よ
し

則の
り　
様

　
池い

け
田だ   　
治お
さ
む　

様

　
小こ

池い
け　

昭
し
ょ
う

二じ　
様

　
村む

ら
山や
ま　

和か
ず

生お　
様

　
白し

ら
數す

惣そ
う
太た

郎ろ
う　
様

　
宮み

や
﨑ざ
き　
博ひ
ろ
和か
ず　
様

　
吉よ

し
岡お
か　

清き
よ

行ゆ
き　

様

　
西に

し
原は
ら　

　
宏ひ
ろ
し　

様

　
上う

え
口ぐ
ち　

省
し
ょ
う

二じ　
様

　
藤ふ

じ
田た　
憲け
ん
一い
ち   

様

　
川か

わ
勝か
つ
原げ
ん
一い
ち
郎ろ
う　
様

　
三み

田た　
幸ゆ
き

雄お   

様

　
新に

っ
田た　
榮え
い

一い
ち   

様

　
伊だ

達て　
善よ
し

弘ひ
ろ　

様

　
岡お

か
田だ　
　
攻
お
さ
む   

様

　
足あ

立だ
ち　

正ま
さ

人ひ
と　

様

■
消
防
防
災
・

　
　
安
全
部
門

　
小こ

池い
け

潤じ
ゅ
ん
一い
ち
郎ろ
う　
様

　
小お

長ば

谷せ

啓け
い

介す
け　

様

　
矢や

野の

有あ

規き

雄お　
様

　
杉す

ぎ
上が
み　
忠た
だ
義よ
し　
様

■
住
民
・
福
祉
・

　
　
保
健
部
門

　
明あ
か

石し

芙ふ

佐さ

子こ　
様

　
吉よ

し
田だ　
　
均ひ
と
し　
様

　
坂さ

か
根ね

功こ
う
三ざ
ぶ
郎ろ
う　
様

故
三み
つ

井い　
健た
け

史し　
様

　
青あ

お
木き　
一か
ず

博ひ
ろ　

様

　
前ま

え
田だ　
弘ひ
ろ

美み　
様

　
江え

原ば
ら　
義よ
し
典の
り　
様

　
井い

の
上う
え　
峰み
ね
代よ　
様

　
足あ

立だ
ち　

経つ
ね

彦ひ
こ　

様

　
吉よ

し
田だ　
　
弘ひ
ろ
し　

様

　
八は

ち
若わ
か　

礼れ
い

子こ　
様

　
与
謝
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会　
様

　
一
般
社
団
法
人　
与
謝
医
師
会　
様

　
京
都
府
丹
後
歯
科
医
師
会　
様

■
産
業
・
建
設
部
門

　
安や
す
田だ　
光み
つ
孝た
か　
様

　
寺て
ら

島じ
ま　

節せ
つ

郎ろ
う　

様

　
岸き

し
部べ　
　
敬た
か
し　
様

　
青あ

お
木き　
順
じ
ゅ
ん
一い
ち　
様

　
細ほ

そ
井い　
秀ひ
で

治は
る　
様

　
三み

田た

彌や

壽す

信の
ぶ　

様

　
西に

し
原は
ら　

良
り
ょ
う

一い
ち　

様

　
小お

田だ　
正せ
い

直じ　
様

　
中な

か
村む
ら　
秀ひ
で
男お　
様

　
ビ
ッ
グ
フ
ァ
ー
マ
ー
野
田
川　
様

　
亀
山
農
事
組
合
ひ
ま
わ
り
部
会　
様

　
リ
フ
レ
か
や
の
里
運
営
協
議
会　
様

■
教
育
・
文
化
・

　
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門

　
白し
ら

杉す
ぎ　

直な
お

久ひ
さ　

様

　
岡お

か
田だ

三み

栄え

子こ　
様

　
今い

ま
西に
し　

藤ふ
じ

美み　
様

　
小こ

牧ま
き　
惠け
い
子こ　
様

　
江え

原ば
ら　

昭
し
ょ
う

三ぞ
う　

様

　
小お

野の　
泰や
す

昭あ
き　

様

　
太お

お
田た　
　
亙わ
た
る　

様

　
細ほ

そ
井い　
昭あ
き
男お　
様

　
塩し

お
見み　
勝か
つ
信の
ぶ　
様

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ
が
撮
影

し
た
10
年
間
の
ま
ち
の
出
来
事
を
振

り
返
る
「
与
謝
野
町
10
年
の
歩
み
」

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
、
町
長
特
別
表
彰
で
は
、
与

謝
野
町
に
１
億
円
の
寄
付
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
町
政
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
た
株
式
会
社
山や

ま

政ま
さ 

代
表

取
締
役
社
長 

山や
ま

添ぞ
え

政ま
さ

就な
り

様
に
町
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

 

ま
た
、
合
併
10
周
年
に
際
し
て
、

住
民
自
治
、
消
防
安
全
、
福
祉
、
産

業
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

各
分
野
に
お
い
て
、
ま
ち
の
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
84
名
の

企
業
・
団
体
、
町
民
の
皆
様
に
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

●受章者
株式会社　山

やま
政
まさ

代表取締役社長　山
やま

添
ぞえ

政
まさ

就
なり

　様

●御功績
　与謝野町に対して、1 億円の寄
付をされ、町政の発展のため、と
りわけ産業の振興、人材育成に大
きく寄与されました。

※町長特別表彰は、与謝野町表彰条例 15
条の規定により、町に対して、5000 万円
以上の金品を寄付された個人、法人また
は団体、あるいは町の公益を増進させる
徳行があり、その功労が特に著しいと町
長が認めた個人、法人または団体に贈ら
れるものです。

　
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
与
謝

野
児
童
合
唱
団
エ
ン
ゼ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
、
岩
滝
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
の

皆
さ
ん
が
「
町
歌
」
を
披
露
し
、
２

曲
目
の
「
ふ
る
さ
と
」
で
は
、
加
悦

中
学
校
・
江
陽
中
学
校
・
橋
立
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
が
演
奏
に
加

わ
り
、
総
勢
約
70
名
の
小
中
学
生
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
が
初
共
演
と
な
る
児
童
合
唱

団
と
中
学
校
吹
奏
楽
部
。
心
に
響
く

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
伸
び
や
か
な

演
奏
が
会
場
を
包
み
込
み
、
未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
希
望
あ
ふ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
新
た
な
与
謝

野
町
の
10
年
の
幕
開
け
が
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

- 町長特別表彰 -

１／多くの来場者で満員となった会場

２／加悦・江陽・橋立中学校吹奏楽部・与謝

野町児童合唱団エンゼルハーモニー、岩滝

ジュニアコーラスによる合同演奏、合唱が行

われる。３／感謝状を代表受章される皆さん

４／与謝野町児童合唱団エンゼルハーモ

ニー、岩滝ジュニアコーラスによる合同合唱

②

③④

◎特集　与謝野町合併 10 周年記念式典

　
松ま
つ
本も
と　
正ま
さ
徳の
り　
様

　
井い

田だ　
義よ
し

之ゆ
き　

様

　
宮み

や
川が
わ　

紀の
り

彦ひ
こ　

様

　
山や

ま
﨑ざ
き
愛あ
い
次じ

郎ろ
う　
様

　
和わ

田だ　
　
正た
だ
し　
様

　
土ど

井い　
　
豊ゆ
た
か　

様

　
森も

り
下し
た　

完か
ん

二じ　
様

　
小お

長ば

谷せ

恵け
い
子こ　
様

　
本ほ

ん
城じ
ょ
う
　
智ち

鶴づ
る　
様

　
増ま

す
井い　
　
洋ひ
ろ
し　
様

　
西さ

い
馬ば

紀き

代よ

美み　
様

　
廣ひ

ろ
野の　
美み

穂ほ　
様

　
奥お

く
仲な
か　
輝て
る
雄お　
様

　
山や

ま
添ぞ
え
三み

知ち

生お　
様

　
井い

の
上う
え　

敦あ
つ

至し　
様

　
坂さ

か
中な
か
喜き

代よ

美み　
様

　
足あ

立だ
ち　
徹て
つ
生お　
様

　
大お

お
江え　
葉よ
う

子こ　
様

■
町
内
誘
致
企
業
部
門

　
岩い
わ

崎さ
き

撚よ
り

糸い
と

株
式
会
社　
様

　
京
と
う
ふ
加
悦
の
里
株
式
会
社　
様

　
サ
ン
フ
ェ
リ
エ
株
式
会
社　
様

　
富
士
ウ
ェ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社　
様

　
株
式
会
社　
大だ
い

栄え
い

製せ
い

作さ
く

所し
ょ　

様

　
日に

本ほ
ん

電で
ん

気き

化か

学が
く

株
式
会
社　
様

　
株
式
会
社　
宝

た
か
ら
精せ
い
密み
つ　
様

　
京

き
ょ
う
都と

奉ほ
う
製せ
い
株
式
会
社　
様

　
ロ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ナ
ー
株
式
会
社　
様

　
ア
シ
タ
日ひ

和よ
り

山や
ま

株
式
会
社　
様

感
謝
状
受
章
者

①

与
謝
野
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典

10
周
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た



与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー

技　
師　

増
田　
通
正

　
　
　
　

 （
新
規
再
任
用
）

会
計
室

室　
長　

飯
澤
嘉
代
子

主　
幹　

川
村
由
美
子      

       

（
総
務
課
長
補
佐
）

主　
任　

浪
江　
真
理

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

森
岡　
克
成

主　
幹　

上
田　
　
誠

主　
任　

浪
江　
和
徳

主　
任　

小
西　
哲
夫

主　
事　

山
本　
陵
太

主　
事　

西
原   

康
平

福
祉
課

課　
長　

浪
江　
昭
人

主　
幹　

田
辺　
茂
雄    

主　
幹　

楠　
　
敏
幸

課
長
補
佐　

東　
　
牧
子

　
　
　
　

 （
保
健
課
係
長
） 

課
長
補
佐　

芳
賀　
和
代

　
          （

福
祉
課
係
長
）

係　
長　

坪
倉　
由
貴

係　
長　

榊
原　
泰
代

係　
長　

糸
井　
敬
雅

主　
任　

半
海　
大
輔

主　
任　

金
谷　
景
子

主　
任　

糸
井　
健
博

主　
幹　

土
田　
安
子

主　
任　

由
利　
景
子

教
委･

学
校
教
育
課

次
長･

課
長　

小
池　
信
助

主　
幹　

中
上　
伸
午

主　
幹　

山
本　
泰
久

係　
長　

杉
本
真
由
美

係　
長　

堀
口　
義
雄

主　
査　

奥
野　
眞
敏

（
教
委
・
学
校
教
育
課
主
事
）

主　
事　

吉
岡
美
香
子

　
　
　

    （
保
健
課
主
事
）

主
事
補　

安
藤　
　
峻

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

教
委･

社
会
教
育
課

課　
長　

坪
倉　
正
明

主　
幹　

吉
田　
雅
広

課
長
補
佐　

加
藤　
晴
彦

係　
長　

大
江　
　
聡

主
任
学
芸
員　

竹
下　
浩
二

主　
任　

井
﨑　
洋
之

　
　
　
　

 （
税
務
課
主
任
）

主　
任　

堀　
由
紀
子

主
事
補　

濱
村　
　
歩

　
　
　
　
　

 （
新
規
採
用
）

主　
事　

泉
谷　
貞
行

　
　
　

     

（
再
任
用
）

主　
事　

後
藤　
公
一

　
　
　

 

（
新
規
再
任
用
）

与謝野町職員人事異動・配置一覧

総
務
課

課　
長　

浪
江　
　
学

主　
幹　

安
田　
　
敦

   　
　

 

（
税
務
課
主
幹
）

係　
長　

吉
岡　
素
子

係　
長　

成
毛　
克
明

主　
任　

田
村   

尊
彦

（
地
方
税
機
構
派
遣
・
主
任
）

主　
任　

本
田
実
佐
子

　
　

(

住
民
環
境
課
主
任)

主　
任　

長
島　
昭
太

主　
任　

梅
田　
聡
史

主　
任　

白
數　
勝
也   

主　
任　

田
中　
栄
輔

 　
　
　
（
総
務
課
主
査
）

主　
事　

井
田　
拓
磨

京
都
地
方
税
機
構
派
遣

主　
任　

安
田
雄
一
郎

　
　
　

 　
（
保
健
課
主
任
）

主　
事　

永
井　
大
地

主
事
補　

池
田　
雅
広

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

主　
査   

奥
野　
　
稔

　
　

 　
　
（
新
規
再
任
用
）         

防
災
安
全
課

課　
長　

小
池　
大
介

課
長
補
佐　

杉
本　
政
也        

　
　
　

 （
農
林
課
長
補
佐
）

主　
任　

志
賀　
伸
之

主　
任　

今
井　
俊
郎

       （
防
災
安
全
課
主
査
）

主　
事　

中
村　
達
郎

主　
事　

小
西　
勝
歩

(

教
委・社
会
教
育
課
主
事)

主　
事　

本
田　
智
宏

建
設
課

課　
長　

西
原　
正
樹

主　
幹　

藤
垣　
浩
二

主　
幹　

柴
山　
　
進

課
長
補
佐　

細
井　
義
文

  　
　
　

 (

建
設
課
係
長)

係　
長　

岡
本　
重
幸

係　
長　

長
島　
裕
二

係　
長　

倉
田　
健
史

主　
任　

山
本　
　
剛

主　
任　

後
藤　
周
作

主　
任　

由
利
慎
太
郎

主　
任　

吉
岡　
弘
人

主　
査　

多
賀
野
芳
則

主　
査　

徳
澤　
千
夏

　
　

 （
商
工
観
光
課
主
事
）

技　
師　

倉
橋　
雄
大

技　
師　

大
江　
勇
人

商
工
観
光
課

課　
長　

小
室　
光
秀

課
長
補
佐　

千
賀　
　
忠

課
長
補
佐　

池
田　
浩
樹

主　
任　

金
谷　
信
康

主　
任　

松
本　
潤
也

主　
任　

廣
谷　
章
彦

 　
　
（
商
工
観
光
課
主
査
）

主　
査　

安
田　
光
樹

主　
査　

金
谷　
　
豪

主
事
補　

糸
井
慎
太
朗

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

主
事
補　

高
橋　
　
愛

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

主　
査   

吉
田　
伸
吾

　
　
　
　
　
　

 （
再
任
用
）

主　
査　

後
藤
麻
貴
子

主　
事　

三
野　
真
穂

主
任
保
健
師　

山
田　
智
之

主
任
社
会
福
祉
士　

金
谷
恵
衣
子

（
福
祉
課
主
査
社
会
福
祉
士
）

主
査
社
会
福
祉
士　

小
山　
佳
子

社
会
福
祉
士　

安
達　
寛
将

子
育
て
応
援
課

課　
長　

長
島　
栄
作

主　
幹　

前
野
み
ゆ
き

主　
幹　

下
川　
賢
司

課
長
補
佐　

香
山　
優
子

    (

子
育
て
応
援
課
係
長)

課
長
補
佐　

柴
田　
勝
久

主　
事　

藤
井　
　
彩

主　
事　

安
達　
希
美

主
任
社
会
福
祉
士　

田
中　
百
絵

主
査
保
健
師　

伊
藤　
真
美

主　
事　

森
垣　
孝
子

　
　
　
　
　
　

 （
再
任
用
）

主　
事　

山
﨑　
久
代

　
　
　
　
　
　

 （
再
任
用
）

保
健
課

課　
長　

前
田　
昌
一

主　
幹　

水
口　
淳
子

　
　
　

 （
保
健
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐　

市
田　
和
美

             （
福
祉
課
係
長
）

課
長
補
佐　

大
上　
寛
起

課
長
補
佐　

矢
野　
彰
男

             （
保
健
課
係
長
）

係　
長　

青
山　
潤
子

主　
任　

岩
間　
智
昭

主　
任　

吉
岡　
敦
文

（
教
委
・
社
会
教
育
課
主
任
）

主　
任　

西
村　
彰
洋

主　
事　

秦　
　
弘
記

 （
後
期
高
齢
医
療
派
遣
・
主
事
）

主
任
保
健
師　

大
泉
み
の
り

主
任
栄
養
士　

小
西
衣
都
子

主
査
保
健
師　

中
村　
　
愛

          （
保
健
課
保
健
師
）

保
健
師　

梅
田　
春
菜

保
健
師　

茂
篭　
　
遥

農
林
課

課　
長　

井
上　
雅
之

課
長
補
佐　

三
田　
大
智

係　
長　

塩
見　
雅
樹

係　
長　

西
原　
　
誠

係　
長　

岡
本　
　
仁

係　
長　

坂
根　
　
豊

主　
任　

引
野　
浩
明

主　
任　

牛
田　
竹
史

 　
　
　
　
（
水
道
課
主
任
）

主　
任　

井
上　
公
章

主　
任　

中
村　
有
希

主　
事　

荒
木　
拓
哉

議
会
事
務
局

局　
長　

小
牧　
伸
行

 　
　
　
　
（
総
務
課
主
幹
）

主　
任　

山
口　
周
作

宮
津
与
謝
環
境
組
合
派
遣

主　
任　

落
合　
久
志

京
都
府
情
報
政
策
課
派
遣

主　
事　

加
藤　
昌
孝

京
都
府
自
治
振
興
課
派
遣

主　
事　

田
中　
皓
詞

　
　

(

防
災
安
全
課
主
事)

       

企
画
財
政
課

課　
長　

植
田　
弘
志

主　
幹　

谷
口　
義
明

課
長
補
佐　

和
田　
直
樹

　

   (

企
画
財
政
課
係
長)

係　
長　

小
谷　
貴
儀

係　
長　

中
田　
秀
樹

主　
任　

廣
野　
智
史

主　
任　

渡
邉　
稔
之

主　
査　

大
江　
麻
美

主   

事　

園
田　
研
斗

主　
事　

芦
田　
侑
祐

主　
事　

細
見　
将
吾

   　
　

 

（
水
道
課
係
長
）

係　
長　

大
門　
　
洋

          

（
水
道
課
係
長
）

主　
任　

山
﨑　
友
裕

   　
　

 

（
水
道
課
主
任
）

主　
任　

井
戸
本
大
輔

   　
　

 

（
水
道
課
主
任
）

主　
任　

石
倉　
康
智

          

（
水
道
課
主
任
）

主　
任　

谷
山　
邦
宏

          （
下
水
道
課
主
任
）

主　
査　

西
村　
良
久

          

（
新
規
再
任
用
）

         
        

住
民
環
境
課

課　
長　

朝
倉　
　
進

主　
幹　

茂
籠　
　
誠

　       （
下
水
道
課
主
幹
）

主　
幹　

平　
　
勝
成

課
長
補
佐　

宮
本　
純
子

課
長
補
佐　

永
野　
和
美

係　
長　

前
田
留
美
子

係　
長　

堀
場
理
恵
子

主　
任　

大
上　
知
子

主　
任　

井
上　
朱
里

主　
任　

山
村　
祐
輝

主　
任　

山
口　
高
平

主　
任　

松
井　
陽
一

主　
任　

加
畑　
達
也

主　
事　

小
牧　
祥
子

主　
事　

蘓
理　
勝
春

主
事
補　

上
田　
春
香

桑
飼
保
育
園

園　
長　

山
﨑
ひ
ろ
美

園
長
補
佐  

　

山
添
扶
美
子

主
任
保
育
士　

岡
井　
裕
子

（
市
場
保
育
所
主
任
保
育
士
）

主
査
保
育
士　

堀　
　
綾
美

主
査
保
育
士　

西
嶋　
郁
子

    （
桑
飼
保
育
園
保
育
士
）

主
事
補　

松
森　
文
子

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

調
理
員　

倉
橋
真
奈
美

三
河
内
幼
稚
園

園　
長　

平
野　
　
栄

主
任
教
諭　

前
田　
裕
美

教　
諭　

竹
原　
七
緒

教　
諭　

三
輪　
香
里

作
業
員　

山
添
有
紀
子

岩
滝
小
学
校

調
理
員　

國
屋　
和
秀

三
河
内
小
学
校

作
業
員　

冨
田　
順
照

市
場
小
学
校

作
業
員　

浪
江　
　
謙

　

 　

橋
立
中
学
校

作
業
員　

木
村　
　
功

 　
　
　
　
　
　

(

再
任
用
）

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所　
長　

城
﨑　
敏
一

所
長
補
佐　

増
田　
靖
彦

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
）

調
理
員　

大
江　
直
己

調
理
員　

太
田
千
鶴
子

調
理
員　

上
田　
卓
巳

調
理
員　

吉
田　
忠
宏

調
理
員　

長
島　
和
泰

調
理
員　

千
賀　
　
亘

調
理
員　

藤
田
み
ゆ
き

図
書
館

主
任
司
書　

瀬
戸
真
由
美

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト

所　
長　

福
田　
　
茂

所
長
補
佐　

内
藤　
繁
夫

主　
任　

小
西　
良
祐

作
業
員　

野
村　
春
安

作
業
員　

明
石　
和
義

作
業
員　

杉
本　
　
悟

作
業
員　

山
田
八
十
美

国
民
健
康
保
険
診
療
所

看
護
師
長　

坂
根
み
ち
よ

（
国
保
診
療
所
主
任
看
護
師
）

   

（
加
悦
保
育
園
保
育
士
）

保
育
教
諭　

吉
村　
知
美

　
　

 （
岩
滝
幼
稚
園
教
諭
）

調
理
員　

倉　
　
宣
子

　 （
岩
滝
保
育
所
調
理
員
）

市
場
保
育
所

所　
長　

岩
佐　
容
子

主
任
保
育
士　

平
池　
理
香

（
岩
屋
保
育
所
主
任
保
育
士
）

主
査
保
育
士　

上
山　
晃
平

　
　
（
市
場
保
育
所
保
育
士
）

保
育
士　

杉
本　
景
子

　
　
（
与
謝
保
育
園
保
育
士
）

保
育
士　

木
村　
杏
美

保
育
士　

吉
岡
ま
な
み

　
　
（
岩
屋
保
育
所
保
育
士
）

主
事
補　

長
島　
麻
衣

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

調
理
員　

山
﨑　
妙
美

山
田
保
育
所

所　
長　

東
垣　
恵
子

所
長
補
佐　

細
見　
厚
子

　

 （
岩
滝
保
育
所
長
補
佐
）

主
任
保
育
士
　

加
畑　
志
保

保
育
士　

三
宅　
夏
希

保
育
士　

西
川　
知
里

主
事
補　

吉
岡　
美
香

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

調
理
員　

安
田　
弥
生

石
川
保
育
所

所　
長　

谷
原　
良
子

所
長
補
佐　

浪
江　
博
美

   

（
山
田
保
育
所
長
補
佐
）

主
任
保
育
士　

中
瀬
知
英
美

主
任
保
育
士　

松
本　
和
美

保
育
士　

永
濱
美
由
紀

保
育
士　

森
下　
佳
苗

調
理
員　

堀
井　
春
子

加
悦
保
育
園

園　
長　

牛
田　
睦
美

園
長
補
佐　

浪
江　
幸
代

   

（
市
場
保
育
所
長
補
佐
）

主
任
保
育
士　

平
林
亜
紀
子

主
任
保
育
士　

青
木
あ
ゆ
美

保
育
士　

大
松　
徳
喜

主
事
補　

堀
口　
美
佳

　
　
　
　

 　
（
新
規
採
用
）

調
理
員　

吉
田
千
代
野

      

与
謝
保
育
園

園　
長　

隅
垣
恵
理
子

主
任
保
育
士　

小
牧
伊
佐
子

主
査
保
育
士　

松
本　
香
代

保
育
士　

和
田
佳
那
子

 　
（
桑
飼
保
育
園
保
育
士
）

保
育
士　

大
江　
瑛
美

調
理
員　

河
辺　
咲
子

看
護
師
長　

伊
達　
美
雪

（
国
保
診
療
所
主
任
看
護
師
）

主
任
理
学
療
法
士　

小
西　
隆
博

主
査
理
学
療
法
士　

上
田　
充
弥

（
国
保
診
療
所
理
学
療
法
士
）

理
学
療
法
士　

南　
　
康
海

か
え
で
こ
ど
も
園

園　
長　

千
賀
智
恵
子

　
　
　

 （
岩
滝
幼
稚
園
長
）

副
園
長　

森
津　
清
美

    （
加
悦
保
育
園
長
補
佐
）

主
任
保
育
教
諭　

和
田
マ
リ
子

 （
岩
滝
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

主
任
保
育
教
諭　

彦
坂　
裕
香

（
岩
滝
保
育
所
主
任
保
育
士
）

主
査
保
育
教
諭　

田
中　
史
穂

（
岩
滝
保
育
所
主
査
保
育
士
）

主
査
保
育
教
諭　

森　
　
智
美

 　
　
（
岩
滝
幼
稚
園
教
諭
）

保
育
教
諭　

市
田　
朋
子

 　
（
岩
滝
保
育
所
保
育
士
）

保
育
教
諭　

糸
井
裕
実
子

　

 （
岩
滝
保
育
所
保
育
士
）

保
育
教
諭　

小
中　
麻
由

　

 （
岩
滝
保
育
所
保
育
士
）

保
育
教
諭　

上
野　
耕
平

　

 （
岩
滝
保
育
所
保
育
士
）

保
育
教
諭　

岩
根　
玲
佳

加
悦
中
学
校

作
業
員　

今
井　
康
夫

奥
野　
　
稔

（
議
会
事
務
局
長
）

秋
山　
　
誠（

税
務
課
長
）

西
村　
良
久

（
下
水
道
課
長
）

山
﨑　
温
子

（
岩
滝
保
育
所
長
）

徳
田　
順
子

　
（
岩
屋
保
育
所
長
）

山
口
眞
由
美

（
建
設
課
長
補
佐
）

岡
田　
和
子

（
教
委
・
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

増
田　
通
正

（
染
色
セ
ン
タ
ー
技
師
）

鈴
木　
雅
之

（
再
任
用
任
期
満
了
）

本
城　
智
鶴

（
再
任
用
任
期
満
了
）

市
田　
次
男

（
再
任
用
任
期
満
了
）

石
本　
節
雄

（
再
任
用
任
期
満
了
）

仲
西　
孝
子

（
再
任
用
任
期
満
了
）

税
務
課

課　
長　

平
野　
公
規

 　

 

（
防
災
安
全
課
主
幹
）

課
長
補
佐　

市
田　
桂
一

係　
長　

和
田　
吉
平

係　
長　

河
野　
宏
行

主　
任　

大
江　
伸
和

主　
事　

鎌
田
あ
い
さ

主　
事　

小
谷　
　
文

（
府
自
治
振
興
課
派
遣
・
主
事
）

主　
事　

髙
尾   

健
志

主　
事　

植
田
悠
太
郎

主　
査　

秋
山　
　
誠            

          

（
新
規
再
任
用
）  

 

　
　
上
下
水
道
課

課　
長　

吉
田　
達
雄

 　
　
　

  

（
水
道
課
長
）

主　
幹　

山
添　
雅
男 

　
　
　

 

（
水
道
課
主
幹
）

主　
幹　

野
村　
光
男

       

（
下
水
道
課
主
幹
）

課
長
補
佐　

小
柴　
弘
次

 

　
　
　（
会
計
室
長
補
佐
）

課
長
補
佐　

赤
西　
秀
幸

       

（
水
道
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐　

桝　
　
幹
明

       （
下
水
道
課
長
補
佐
）

係　
長　

坂
根
加
奈
子

   　

 

（
下
水
道
課
係
長
）

係　
長　

須
田　
美
鈴

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

役　
　
場

４
月
１
日
付
の
与
謝
野
町
職
員
人
事
異
動
と

全
職
員
の
配
置
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
括
弧
内
は
前
所
属
）。

わ
た
し
は

コ
コ
に
い
ま
す
! !

施
設
な
ど

保
育
所
・
幼
稚
園
等
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がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

平成 28 年度全国統一防火標語 「消しましょう　その日その時その場所で」

　
こ
の
た
び
、
澤さ

わ
田だ

尚な
お

登と

団
長
の
後
任
と
し

て
、
消
防
団
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
澤
田
団
長
の
27
年
に
わ
た
る
ご
労
苦

に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
か
ら
新
体
制
と
な
り
、
心
新

た
に
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
団
の
思
い
は
ひ
と
つ
、
本
年
度
も
引

き
続
き
「
火
災
ゼ
ロ
の
町
・
与
謝
野
町
」
を

目
指
し
、「
火
事
を
出
さ
な
い
・
出
さ
せ
な

い
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、皆
様
と
一
体
と
な
っ

て
、
徹
底
し
た
予
防
活
動
と
、
火
災
に
備
え

て
消
防
力
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の
一
役
を

担
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
長
引
く
不
況
の
中
、
消
防
団
や
団
員
を
取

り
巻
く
社
会
的
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
自

営
業
か
ら
勤
め
の
団
員
が
増
え
、
団
員
の
確

保
等
も
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民

の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
、「
自
分
た

ち
の
町
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
使

命
感
の
も
と
、
団
員
一
丸
と
な
り
住
民
の
皆

様
の
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る
べ
く
、
微

力
な
が
ら
懸
命
の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
与
謝
野
町
消
防
団
が

　
　
　
　 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　　野田川方面隊長
田
た

中
なか

 譲
ゆずる

加悦方面隊長
吉
よし

田
だ

 稔
みのる

岩滝方面隊長
伊
い

藤
とう

 繁
しげる

副団長（筆頭警防担当）
小
こ

松
まつ

 理
おさむ

副団長（警防担当）
木
き

村
むら

 正
まさ

典
のり

副団長（予防担当）
白
しら

数
す

 忠
ただ

之
ゆき

加悦方面隊副隊長（警防）
足
あ

立
だち

 徹
てつ

生
お

              
加悦方面隊副隊長（予防）

小
こ

牧
まき

 鉄
てつ

昭
あき

岩滝方面隊副隊長（警防）
　　蘓

そ
理
り

 嘉
よし

徳
のり

岩滝方面隊副隊長（予防）
　　川

かわ
邉
べ

 真
まこと

野田川方面隊副隊長（警防）
小
こ

室
むろ

 滋
しげ

巳
み

野田川方面隊副隊長（予防）
村
むら

島
しま

 政
まさ

博
ひろ

加悦第１分団長
杉
すぎ

本
もと

 和
かず

彦
ひこ

加悦第２分団長
井
いの

上
うえ

 毅
つよし

加悦第３分団長
　　 森

もり
本
もと

 康
やす

範
のり

岩滝第１分団長
白
しら

数
す

 尊
たか

也
や

岩滝第２分団長
　　山

やま
添
ぞえ

 宏
ひろ

明
あき

　　
　  岩滝第３分団長

糸
いと

井
い

 宏
こう

輔
すけ

岩滝第４分団長
柴
しば

山
やま

 隆
たか

明
あき

野田川第１分団長
野
の

村
むら

 哲
てつ

也
や

野田川第２分団長
衣
きぬ

川
がわ

 智
とも

博
ひろ

野田川第３分団長
小
こ

西
にし

 哲
てつ

夫
お

野田川第４分団長
藤
ふじ

原
わら

 則
のり

裕
ひろ

野田川第５分団長
       河

かわ
邉
べ

 克
かつ

典
のり

消防団長
植
うえ

田
だ

 泰
やす

史
し

「火災ゼロの町・与
謝野町」を目指して
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健やか広場　　足の変化に注意しましょう。足の動脈硬化について

　
足
の
血
管
に
は
、
主
に
酸
素
や
栄
養
分
を

運
ぶ
「
動
脈
」
と
、
二
酸
化
炭
素
や
老
廃
物

を
運
び
出
す
「
静
脈
」
が
あ
り
ま
す
。
加
齢

に
よ
り
、
誰
で
も
血
管
は
硬
く
、
も
ろ
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
と
い
っ
た
病
気
が
あ
る
と
血
管
の

内
部
が
狭
く
な
り
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く

な
っ
て
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
動
脈
は
全
身
に
い
き
わ
た
っ
て
い
ま

す
の
で
、
動
脈
硬
化
は
全
身
ど
こ
の
動
脈
で

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
足
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
末
梢
動
脈
疾
患
と
は

　
足
に
動
脈
硬
化
が
お
こ
る
病
気
に
末
梢
動

場
合
は
足
の
動
脈
の
手
術
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

■
原
因
は

　
末
梢
動
脈
疾
患
の
原
因
は
動
脈
硬
化
症
で

す
。
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
た
り
、
進
め
た
り

す
る
原
因
は
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
喫
煙
、
高
尿
酸
血
症
、
肥
満
、
運
動

不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
遺
伝
素
因
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

■
予
防
す
る
に
は

　
動
脈
硬
化
症
を
引
き
起
こ
す
原
因
を
な
く

す
、
ま
た
は
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
血
糖
値
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
特
に
、
糖
尿
病
が
あ
る
場
合
は
、
末
梢
動

脈
疾
患
に
な
る
と
潰
瘍
や
壊
死
し
や
す
い
と

い
わ
れ
て
お
り
、
足
を
清
潔
に
し
、
合
っ
た

靴
を
選
ぶ
、
深
爪
を
せ
ず
、
巻
き
爪
や
水
虫

が
あ
れ
ば
治
療
を
す
る
な
ど
の
足
の
手
入
れ

や
低
温
や
け
ど
に
注
意
を
す
る
こ
と
も
重
要

に
な
り
ま
す
。

②
禁
煙
し
ま
し
ょ
う

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ

る
有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
高
血
圧
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
高
血
圧
は
動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。
減

塩
を
心
が
け
、肥
満
を
改
善・予
防
し
ま
し
ょ

う
。

④
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

　
動
脈
硬
化
予
防
に
適
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
水
分

補
給
も
忘
れ
ず
に
。

⑤
血
液
中
の
脂
質
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

が
増
加
す
る
と
や
が
て
血
管
を
ふ
さ
い
で
し

ま
い
ま
す
。

■
年
に
一
度
は

　
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
な
血
管
を
保
つ
た
め
に
は
、
検
査
を

受
け
、
体
の
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。
与
謝
野
町
で
は
、
毎
年
８
月
頃

に
特
定
健
診(

集
団
健
診)

で
血
液
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
の
方
は
、

個
別
に
案
内
す
る
申
込
書
に
て
事
前
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
血
管
を
し
な
や
か
に
保
ち
、
動
脈
硬
化
を

広告

脈
疾
患 (

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症)

が
あ
り
ま

す
。

　
末
梢
動
脈
疾
患
に
な
る
と
詰
ま
っ
た
所
か

ら
足
の
指
ま
で
血
液
が
十
分
に
は
流
れ
ず
、

酸
素
不
足
、
栄
養
不
足
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
足
が
し
び
れ
た
り
、
痛
ん
だ
り
、
歩

き
に
く
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
傷
が

で
き
る
と
治
り
に
く
く
、
細
菌
感
染
を
起
こ

し
、
急
速
に
悪
化
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
悪
化
す
る
と
足
に
腫
瘍
が
で
き
た

り
壊
死
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ひ
ど
い

最
近
、
足
の
し
び
れ
や
痛
み
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

も
し
か
す
る
と
、
足
の
血
管
の
病
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

起
こ
さ
な
い
生
活
が
、
病

気
を
予
防
し
、
生
活
の
質

を
高
め
る
た

め
に
必
要
で

す
。
日
頃
か

ら
自
分
の
足

に
関
心
を
持

ち
、
変
化
に

注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
平
成
28
年
度
に
与
謝
野
町

文
化
協
会
は
設
立
10
周
年
を

迎
え
、
記
念
事
業
を
開
催
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
伴
っ
て
、
例
年
と
は
与

謝
野
町
文
化
祭
の
期
日
を
変

更
し
、
左
記
の
と
お
り
実
施

予
定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
与
謝
野
町
文
化
祭

　
展
示
発
表　

　

10
月
29
日(

土)

・
30
日

(

日)　
野
田
川
体
育
館

■
同

　
ス
テ
ー
ジ
発
表　

　
10
月
30
日(

日)　

　
わ
ー
く
ぱ
る

平
成
28
年
度

与
謝
野
町
文
化
祭
の

開
催
期
日
に
つ
い
て

　

な
お
、
11
月
３
日(

祝)

に
は
、わ
ー
く
ぱ
る
に
て「
設

立
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
予
定
で
す
。



A L T リレーコラム  ［ 第 59 回  人の名前   by マリア・ベレム・フローレス］ COLUMN

子のおうちごはん』「農業女子プロジェクト」料理部／洋泉
社　●『ガラパゴス　全２巻』相場英雄／小学館　●『天才』
石原慎太郎／幻冬舎　●『レジまでの推理』似鳥鶏／光文社
　　　　　●『幼い子は微笑む』長田弘 ／講談社　●『げん
こつげんたろう』くすのきしげのり／廣済堂あかつき　●『と
んでもない』鈴木のりたけ／アリス館　●『ダンゴムシのコ
ロリンコくん』カズコＧ．ストーン／岩波書店　●『なきむ
しおばけ』なかのひろたか／福音館書店　●『歴史を味方に
しよう』童門冬二／ＰＨＰ研究所　●『高山右近』加来耕三
／ポプラ社

図書館へ行こう！  BOOKS

新生活・新学期を迎えて ４月といえば、入学や就職などの新生活を迎える方も多い季
節。そんなフレッシュな気持ちを応援する本を紹介します。

『社会人になる前に知っておくべき 12 ヵ条』
樋口裕一／ PHP 出版社

　社会にはルールがある。この当たり前を
今の若い人は本当に理解しているだろう
か？未熟な自分を棚に上げて他人を責めた
り、不適応にならないために、著者が考え
た身につけるべき 12 ヵ条のルールは、社
会人必読です。

『家庭科のおさらい（おとなの楽習）』
自由国民社　
　学校の授業ではその大切さを見落としが
ちですが、大人になって必要性を実感する

「家庭科」で教わる “衣食住” の基本。日々
の暮らしに役立つ家事のコツを効率よく学
ぶために、家庭科のおさらいをしてみませ
んか。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

一般書 ●『忘れて捨てて許す生き方』塩沼亮
潤／春秋社　●『戦国のゲルニカ』渡辺武／
新日本出版社　●『解決！空き家問題』中川

寛子／筑摩書房　●『18 歳からの選挙Ｑ＆Ａ』
全国民主主義教育研究会／同時代社　●『農業女

今月の
新着図書

児童書

たくさんの読み方があります。それが
とても面白いと思います。
  私が生まれたメキシコでは、多くの
人は名とミドルネームと父の姓と母の
姓を持ちます。よって、メキシコでの
私の名前は、マリア・ベレム・エンカ
ルナシオン・フローレスです。
  メキシコのほとんどの家庭はカト
リック教徒なので、人々の名前の多く
は宗教的な意味を持ちます。私の母は、
私と私の兄の名前を聖書から選びまし

ういう理由で付けられたかや、珍しい名前なら由来にまつ
わる面白い物語があります。名前は場所や人生での出来事
から名付けられることもあります。また、人生の恩人や恩
師、感銘を受けた人から名付けられることもあり、他の人
の名前がどこから来たのか物語を知ることはとても面白い
と思います。加えて、他の人の名前の由来を知ることは、
その人のことをより良く知り、今以上に仲良くなる助けに
なると私は思います。

世 界のさまざまな文化の中でも「人の名前」はとて
も面白いと思います。人の名前にはさまざまな長

さと意味があります。日本人は姓と名の２つの名前を持ち
ます。日本人の名に使われる１つ１つの漢字には特別な意
味があり、組み合わせて名を作ります。また、同じ漢字で
も異なった読み方があり、同じ２つの漢字を使った名でも

私の名前と意味の伝統的な書き方です

時の贈り物 ［ 第 84 回　心つなぎて「滝のツバキ」の句碑］ 

た。私の名のマリアは聖書を由来として「イエスの母」を
意味します。ミドルネームのベレムは昔のヘブライ語で「パ
ンの家」を意味する「ベツレヘム」というイエスの生まれ
たとされる町です。私の家族はカトリック教徒のため、母
は聖書の物語をたくさん聞いて育ちました。母はベレムと
いう名前がとても好きだったので、私をベレムと名付けま
した。また、マリアは私の曾祖母の名前でもあります。
  日本の漢字を使った名前と同じように、メキシコの名前

稲畑汀子句碑　平成 16 年設置（設置者：滝区）

奥
滝
の
「
ち
ん
ざ
ん
」
か

ら
加
悦
椿
文
化
資
料
館

に
渡
る
橋
の
手
前
に
、
京
都
府
指

定
天
然
記
念
物
「
滝
の
ツ
バ
キ
」

を
詠
ん
だ
句
碑
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

千
年
の
心
つ
な
ぎ
て
黒
椿　
汀
子

　

作
者
の
稲い
な

畑は
た

汀て
い

子こ

氏
は
高た
か

浜は
ま

虚き
ょ

子し

の
孫
に
あ
た
る
俳
人
で
、
日

本
伝
統
俳
句
協
会
の
現
会
長
、
俳

誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
名
誉
主
宰

で
す
。
平
成
８
年
、
椿
文
化
資
料

館
の
開
館
を
記
念
し
て
開
始
し
た

「
江
山
文
庫
俳
句
大
賞
」
の
選
者

と
し
て
こ
の
地
を
訪
れ
「
滝
の
ツ

バ
キ
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
同

じ
時
に
は
次
の
よ
う
な
句
も
詠
ま

れ
て
い
ま
す
。

と
も
か
く
も
千
年
椿
み
る
ま
で
は 

千
年
の
椿
に
結
ぶ
え
に
し
か
な  

  

句
に
あ
る
よ
う
に
、
千
年
椿
と

愛
称
さ
れ
る
こ
の
椿
の
樹
齢
は
、

実
は
よ
く
判
り
ま
せ
ん
。
一
説
に

は
５
０
０
年
と
も
６
０
０
年
と

も
、
１
０
０
０
年
と
も
１
２
０
０

年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
科

学
的
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
の
お
宅
の
庭

木
の
椿
や
ご
近
所
に
自
生
す
る
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
を
見
る
と
、
木
が
マ
ツ

や
ヒ
ノ
キ
の
よ
う
な
勢
い
で
は
大

き
く
な
ら
な
い
こ
と
に
気
付
か
れ

にもいろいろな意味があります。例えば、明るい、美しい
などがあり、名前は個性を表します。私の名であるマリア
は「強い」、「最愛の」という意味があります。ミドルネー
ムのベレムは「バランス」、「自主的」と言う意味があります。 
世界にはいろいろな伝統的な名前があるので、面白いと思
います。祖母はいつも、「性格はその人の名前にふさわし

いものになる」と言っていました。例え
ば、祖母の妹の名前はルズといい、日本
語で「明るい」という意味があります。
祖母はいつも、祖母の妹は世界一明るい
人だと言っていました。
  日本人の漢字の名前より外国人の名前
の意味は分りにくいですが、それを知る
ことは面白いと思います。私の生徒の名
前を見て意味を理解したり、その人の性
格と合うか考えたりすることをいつも楽
しみます。そこには、その人の名前はど
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る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

椿
は
原
種
・
園
芸
種
と
も
に

生
長
が
遅
く
、
そ
の
椿
の
中
に

あ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
の
樹
高
・
幹
周

り
の
も
の
は
非
常
に
稀
で
、
国
内

有
数
の
長
寿
の
椿
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
京
都
府
天
然
記
念
物
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
黒
椿
」と
あ
り
ま
す
が
、

花
弁
の
色
が
特
に
濃
い
こ
と
な
ど

か
ら
く
る
通
称
で
、
植
物
分
類
学

上
は
原
種
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
で
す
。

  

庭
木
や
街
路
樹
、
野
山
に
自
生

の
も
の
な
ど
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
も
身
近
な
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
。
そ
れ

が
人
智
を
超
え
た
歳
月
を
重
ね
て

屈
指
の
巨
木
に
育
ち
、
人
々
の
心

と
心
、
さ
ら
に
は
自
分
自
身
の
心

さ
え
も
ひ
と
つ
に
つ
な
ぐ
、
そ
ん

な
縁え

に
しを
う
た
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

 　
　
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

『リボン』
草野たき／ポプラ社

　主人公が所属する中学校の女子卓球部に
は、先輩の制服のリボンを卒業式にもらう
伝統があった。なぜか先輩のリボンを貰え
なかった主人公の中学生最後の一年間を、
心情細やかに描いた物語です。

『いちねんせいがあるきます！』
 北川チハル／吉田奈美　
　一年生になったばかりのまおが、学校
まで遠いし車もこわいし、学校までちゃ
んと歩いていけるかな? と心配している
と ､ 迷子の 1 年生たちがつぎつぎとやっ
てきます。みんなといっしょに学校に行
くことになるのですが…。

Info

Info

　新年度になりお引越しなどでご住所などが
変わられた方は図書館へご連絡をお願いしま
す。
　また初めて図書館の本を借りるには、免許
証・保険証など・お名前ご住所が確認できる
ものをご持参のうえ図書館までお越しくださ
い。すぐに利用者カードをお作りします。

　お引越しをされた方は
図書館へお知らせください

　インターネットで京都府立図書館「取寄せ申込み e サービス」
を使うと、ご自宅から京都府立図書館の本を最寄りの図書館（室）
へ取り寄せることができます。事前登録が必要ですので、受け取
りたい図書館（室）へお問い合わせくさい。なお今年２月以前に
登録されている場合は、再度手続きが必要となります。
　なお、このサービスを使わない方も、今までどおり図書館カウ
ンターで取り寄せができますので、お気軽にご利用ください。

京都府立図書館の本を近くの図書館（室）
で受け取れます！

図書館おはなし会　
　＜野田川＞４月 16 日（土）　午前 10 時 30 分～ （紙芝居の日）
　＜本　館＞５月 ７ 日（土）　午後３時～
　＜加　悦＞５月 14 日（土）　午前 10 時 30 分～

4/23 ～ 5/12 は子どもの読書週間です！
Info

願っています。

　インターネットや電子書籍など、「読む」
ものも多種多様な現代ですが、ドキドキしな
がら紙のページをめくる楽しみを、子どもの
ころから味わい、豊かな心を育んでほしいと
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まちの 話題 お届けします

●阿蘇海フェア

阿蘇海の環境について
考える
　2 月 23 日に、知遊館あじさいホー
ルを会場に、阿蘇海フェアが開催さ
れました。
　京都大学院工学研究科附属流域圏
総合環境質研究センターの清水芳久
教授による「阿蘇海の水質と流域の
環境」と題された講演、海洋高校の
生徒による「Marine Forest Project 
2015　アマモの枯死が繋ぐ里海文
化創生への道」といった研究発表、

橋
立
中
学
校
１
年
生
に
よ
る
、
阿
蘇
海
浄
化

の
取
り
組
み
等
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

●平成 27 年度与謝野町人権啓発優秀作品表彰式

“人権” を考えました
　町内の小中学生から、人権に関わる作品を募
集し、優秀作品を表彰することによって人権意
識の高揚を図る「平成 27 年度与謝野町人権啓
発優秀作品表彰式」が 2 月 28 日、加悦地域公
民館で行われました。
　表彰式では、町内の小中学生から応募のあっ
た 517 点の作品の中から、標語の部 31 点、作
文の部 5 点、ポスターの部 13 点、そして今年
度から新たに設けられた、詩の部から 5 点の
計 54 点の作品が優秀作品として表彰されまし
た。

塩
見
教
育
長
か
ら
表
彰
さ
れ
る
受
賞
者

さらに、橋立中学
校、ＮＰＯ法人国
際ボランティア学
生協会による取り
組み発表がそれぞ
れ行われました。
　さらに、国際ボ
ランティア学生協
会の学生とＮＰＯ

法人丹後の自然を守る会の蒲
かば

田
た

充
みつ

弘
ひろ

さんによるトークセッションが行わ
れました。初めて見た阿蘇海（カキ
殻の量等）、丹後の自然について笑
いを交えながら話し合う
大学生たち。国際ボラン
ティア学生協会の皆さん
は、阿蘇海の環境改善を
目的に、100 ㌧のカキ殻
の回収を目標とし、３日
間阿蘇海のカキ殻回収清
掃ボランティアを行いま
した。

　平成 27 年 3 月に制定された、阿
蘇海流域ビジョンにおいて、阿蘇海
流域の将来あるべき姿や目標、取り
組の基本方針等が示され、併せて阿
蘇海の環境改善のより一層の推進に
必要として、関係市町による条例制
定を提案されました。
　それを受け、井上正嗣宮津市長、
山添与謝野町長による「美しく豊か
な阿蘇海をつくり未来につなぐため
に」共同宣言が行われました。

●丹後圏域 SOS ネットワーク広域情報伝達訓練

実際の想定を行い訓練に取り組む！
　

野
田
川
庁
舎
で
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
る

　3 月 8 日に、丹後保健所を
中心として、宮津警察署生活
安全課、京丹後警察署生活安
全課の協力のもと与謝野町、
伊根町、宮津市、京丹後市の
徘徊高齢者見守りのための
ネットワーク関係機関との情
報伝達訓練が行われました。
　与謝野町の岩屋で老人が行
方不明になったとの設定で行
い、家族役の方の届け出に応

じて、警察、福祉課が実際に聞
き取りを行い、警察は捜索の手
配をし、福祉課は与謝野町徘徊
SOS ネットワークに情報を配信
するなど、実際の想定を行った
本格的な訓練となりました。
　正午に徘徊老人役の方が岩屋
の介護保険事業所を出発。な
にごともなければ午後 1 時に、
三河内の介護保険事業所で発見
される予定でしたが、SOS ネッ

トワークの情報
を得ていた介護
保険事業所職員
が偶然、岩屋地
区内で徘徊老人
役を発見し、警
察に通報し、無
事保護されまし
た。

●功績功労をたたえて

丹後産コシヒカリ良食味米共励会
　丹後産コシヒカリの品質向上に取り組む丹後米改良協会による

「平成 27 年度丹後産コシヒカリ良食味米共励会」の表彰式が２
月 16 日、丹後農業研究所で開催され、小

お
谷
だに

安
やす

博
ひろ

さん（後野）が
優秀賞（丹後米改良協会長賞、与謝野町長賞）、山

やま
村
むら

義
よし

信
のぶ

さん（後
野）が奨励賞（丹後米改良協会長賞、ＪＡ全農京都府本部長賞）、
伊
だ

達
て

一
かず

志
し

さん（石川）が努力賞（丹後米改良協会長賞、共励会審
査委員長賞）を見事受賞されました。
　この賞は、丹後地域でコシヒカリの良食味栽培に取り組む農家
を対象に、ほ場審査、外観審査、食味審査を実施し、総合で最も
優秀な米に最優秀賞を贈るものです。今年度は応募総数 103 点

の中から、３
名ともに与謝
野町が推進す
る自然にやさ
しい農業のシ
ンボルである

「京の豆っこ
米」での受賞
となりました。

●小学校卒業式

ちりめん姿で華やかな卒業式に！
　町立小学校９校の卒業式が３月 23 日に行われ、6 年間馴れ
親しんだ学び舎を児童が巣立ちました。
　与謝野町婦人会の「子どもたちに着物文化を体感してもらう
機会をつくろう」との思いを受け始まった着物姿による卒業式
は、今年で９回目。与謝野町染色センターで染色した着物を貸
し出して、婦人会のメンバーが卒業生に着付けた着物のほか、
保護者が準備した着物に身を包み、卒業式を迎える児童の姿が
見られました。
　式典が始まり、中振袖に袴姿の女子児童や羽織袴姿の男子児
童が入場すると、会場は華やいだ雰囲気に。着慣れない着物に
児童らは緊張した表情を見せていましたが、織物の町ならでは
の卒業式は、出席者全員の思い出に残るものとなりました。

鮮
や
か
な
振
袖
、
袴
に
身
を
包
み
、
卒
業
式

に
出
席
し
た
児
童
た
ち

●岩滝幼稚園 50 周年記念式典・閉園式

50 年の歴史に幕
　岩滝幼稚園創立 50 周年を祝う記念式典、ま
た、4 月から閉園となるため、閉園式典が 3 月
9 日に行われました。
　園児による元気いっぱいの歌声が披露され、
園内に響き渡りました。さらにＰＴＡ制作の
岩滝幼稚園 50 周年を振り返る動画が放映され、
来場者は思い出を振り返りました。
　最後には、園児たちによる風船飛ばしが行わ
れ、風船が見えなくなるまで、見守りました。
　また、50 年間の卒園写真等をまとめた記念
誌も発行されました。詳しくは、かえでこども
園（☎ 46-2026）まで。

園
児
み
ん
な
で
風
船
飛
ば
し
を
行
う

●与謝小学校 4 年生　野田川美化の看板取り付け

美しい野田川を目指して
　与謝小学校の 4 年生 13 人の児童たちによ
る、野田川の美化を目指した、看板の設置が
３月 17 日、金屋地区で行われました。
　これまで、野田川を遡

そ
上
じょう

するサケの勉強を
してきた 4 年生のみんなは、サケが遡上し
やすいよう、さらに美しい野田川とするすた
め、川への不法投棄等が目立つ箇所の橋に、
児童が遡上するサケの絵を描いた看板を取り
付けました。
　児童たちは、「野田川がさらにきれいにな
り、今以上に多くのサケが見られるようにな
れば」と話しました。　

橋
に
看
板
を
取
り
付
け
た
与
謝
小
学
校

４
年
生
の
児
童
た
ち

井
上
宮
津
市
長
、
山
添
与
謝
野
町
長
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
決
意
表
明
の
後
、
握
手
を
交
わ
し
ま

し
た

左から伊達さん、小谷さん、山添町長、山村さん
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NPO 法人丹後福祉応援団「老人介護セミナー三
み

好
よし

春
はる

樹
き

in 丹後 2015」

団
体
紹
介

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丹
後
福
祉
応

援
団
は
、
平
成
13
年
９
月
に

訪
問
理
美
容
車
（
ち
ょ
き
ぞ

う
）
を
は
じ
め
、居
宅
支
援
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
の
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
３
月
か
ら
、
地
域

共
生
型
福
祉
施
設
「
や
す
ら

の
里
」へ
事
務
所
を
移
転
し
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
（
や
す
ら
の
詩う

た
）
の
開

設
な
ど
、
在
宅
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

研
修
報
告

　
現
在
、
与
謝
野
町
に
は
24

の
福
祉
事
業
所
が
あ
り
ま

す
。
約
５
０
０
人
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
に
従
事
し

て
い
ま
す
が
、
近
年
は
、
介

護
職
の
離
職
問
題
に
つ
い
て

多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
求
人
を
出
し
て
も
人
が

集
ま
ら
な
い
な
ど
、
ど
の
事

業
所
も
人
手
不
足
に
よ
り
、

事
業
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど

運
営
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
介
護
職

与謝野町まちづくり人づくり補助金【人づくり推進事業】を活用

三好先生の話を熱心に聞く参加者の皆さん

を
取
り
巻
く
課
題
解

決
へ
の
足
が
か
り
と

し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

テ
レ
ビ
へ
の
出
演
や

介
護
に
関
す
る
多
く

の
著
書
を
執
筆
さ
れ

て
い
る
三
好
春
樹
さ

ん
（
生
活
リ
ハ
ビ
リ

研
究
所
代
表
）
を
講

師
に
招
き
、
平
成
27

年
11
月
に
加
悦
地
域

公
民
館
で
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
介
護
に
関
心
の

あ
る
住
民
や
施
設
等
で
働
く

介
護
職
員
な
ど
約
90
人
の
方

が
受
講
し
、
三
好
先
生
に
は

「
医
療
現
場
と
は
異
な
る
介

護
現
場
で
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

と
介
護
職
に
求
め
ら
れ
る
ス

キ
ル
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え

る
高
齢
者
へ
の
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
提
供
に

は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
三
好
先

生
の
講
義
は
、「
介
護
っ
て

お
も
し
ろ
い
し
、
や
り
が
い

も
あ
る
し
、
一
生
や
っ
て
い

け
る
仕
事
だ
」
と
感
じ
ら
れ

る
内
容
で
、
介
護
疲
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
な
ケ
ア
の
工
夫

や
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
な
ど
、

共
通
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
よ
っ
て
、

介
護
現
場
か
ら
の
離
職
・
転

職
の
予
防
に
少
し
で
も
役
立

つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
求
職

者
も
多
く
参
加
さ
れ
て
い
た

の
で
、
介
護
職
へ
の
入
職
を

増
や
す
き
っ
か
け
づ
く
り
に

な
る
こ
と
で
、
与
謝
野
町
の

地
域
福
祉
の
底
上
げ
の
一
助

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ま
ち
づ
く
り
人
づ
く
り
補

助
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、 

企
画
財
政
課
（
☎

４
３・９
０
１
５
）
ま
で

問 商工観光課 ☎ 43-9012

千年の時を語る滝のツバキエリア地域づくり事業
宝くじ助成金で実施しました

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成

金
）
を
活
用
し
、
全
国
椿
サ
ミ
ッ

ト
与
謝
野
大
会
実
行
委
員
会
が
地

域
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
み
な
さ

ん
が
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
を
財
源

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

事
業
紹
介

　
４
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

に
開
催
す
る
「
第
26
回
全
国
椿
サ

ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
」
に
向
け
て
、

千
年
椿
の
あ
る
旧
大
田
和
集
落
の

歴
史
や
暮
ら
し
な
ど
、
滝
エ
リ
ア

の
魅
力
を
町
内
外
に
発
信
す
る
た

め
、
旧
大
田
和
集
落
出
身
の
方
へ

の
取
材
な
ど
を
通
じ
、「
聞
き
書

き
」
と
し
て
椿
に
ま
つ
わ
る
言
い

伝
え
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
住
民
を
中
心
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

地
域
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
感
じ

る
精
気
・
谷
の
不
思
議
さ
～
鬼
の

山
に
抱
か
れ
た
加
悦
谷
（
日
の

谷
）・千
年
椿
の
郷
～
」
を
ま
と
め
、

来
訪
者
に
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
体

感
し
て
も
ら
う
た
め
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
サ

ミ
ッ
ト
終
了
後
も
来
訪
者
に
地
域

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
更
な
る

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
や
掘
起
し

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
で
は
、
京
都
Ⅹ

キ
ャ
ン
プ
の
学
生
た
ち
に
も
参
加

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
年
間
を
通
し
た
事

業
協
力
だ
け
で
な
く
、
サ
ミ
ッ
ト

本
番
に
向
け
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

し
て
、
町
民
に
椿
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
た
め
の
企
画
「
椿
が
つ

な
ぐ
千
人
さ
き
お
り
」
を
立
案
。

千
年
椿
に
ち
な
ん
だ
活
動
と
し
て
、

児
童
や
町
民
が
協
同
し
、
町
の
木

「
椿
」
の
花
び
ら
で
染
め
た
縦
糸

と
、
各
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
着
物

や
反
物
を
活
用
し
て
裂
き
織
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
織
り
上
が
っ
た

布
は
椿
サ
ミ
ッ
ト
会
場
に
展
示
し
、

そ
の
後
は
町
の
図
書
館
の
貸
出
し

用
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
と
し
て
裁
縫
し
、

引
き
続
き
活
用
を
図
る
も
の
で
す
。

モニターツアーの様子

　
与
謝
野
町
特
別
職
員
表
彰
式

が
３
月
16
日
、
与
謝
野
町
役
場

で
開
催
さ
れ
、
山や

ま
﨑ざ
き
藤と
う
太た

郎ろ
う
さ

ん
、
鈴す

ず
木き

隆た
か

一か
ず

さ
ん
の
２
名
の

方
を
長
年
に
わ
た
る
特
別
職
員

と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

公
職
の
立
場
か
ら
、
常
に
地
域

社
会
の
発
展
の
た
め
に
献
身
的

な
活
動
を
続
け
、
指
導
的
役
割

を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
功
労
と

功
績
を
た
た
え
、
山
添
町
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

問 総務課 ☎ 43-9010

地域のリーダーを表彰しました
与謝野町特別職員表彰式

　
山
﨑
藤
太
郎
さ
ん（
下
山
田
）

は
、
旧
野
田
川
町
時
代
も
含
め
、

通
算
25
年
以
上
に
わ
た
っ
て
農

業
委
員
を
務
め
、
地
域
の
農
業

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　
鈴
木
隆
一
さ
ん
（
四
辻
）
は
、

旧
野
田
川
町
時
代
も
含
め
、
通

算
22
年
以
上
に
わ
た
り
交
通
安

全
対
策
委
員
を
務
め
ら
れ
、
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
発
案
す
る
な
ど
、
住
民
の

交
通
事
故
防
止
に
多
大
な
貢
献

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

鈴木隆一さん

山﨑藤太郎さん

　与謝野町独自の自然循環

農業の取り組み『京の豆っ

こ肥料』が、京都府バイオ

マス利活用優良事例に選定

され、山田知事より選定証

を授与されました。これを

「京の豆っこ肥料」が

京都府バイオマス利活

用優良事例に選定

励みに、こ

れからも農

業者の方々

と 協 力 し、

安心安全で

環境にやさ

しい自然循

環農業を推

進していき

ます。

問 会計室 ☎ 43-9013

町税等の納付は便利な口座振替で！
町税や公共料金の納付

　
町
税
や
公
共
料
金
の
納
付

を
口
座
振
替
（
口
座
か
ら
の

自
動
引
き
落
と
し
）
に
し
て

い
た
だ
く
と
、
役
場
や
金
融

機
関
に
お
出
掛
け
い
た
だ
く

手
間
が
省
け
大
変
便
利
で
す
。

　
「
納
付
書
が
見
当
た
ら
な

い
!?
」「
う
っ
か
り
納
付

を
忘
れ
て
督
促
状
が
届
い

た
！
」
な
ど
の
納
付
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
も

で
き
ま
す
。　

　
新
し
い
年
度
が
始
ま
る
こ

の
時
期
に
、
ぜ
ひ
口
座
振
替

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
金
融
機
関
】

●
京
都
銀
行　
　

●
京
都
北
都
信
用
金
庫

●
京
都
農
業
協
同
組
合　

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
口
座
振
替
依
頼
書
】

・
お
届
け
に
必
要
な
［
口
座

振
替
依
頼
書
］
の
用
紙
は
、

役
場
各
庁
舎
、
京
都
銀
行
・

京
都
北
都
信
用
金
庫
・
京
都

農
業
協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
町
内
各
支
店
に
あ
り

ま
す
。

・
依
頼
書
の
記
入
に
は
、
金

融
機
関
お
届
け
印
と
納
税

（
付
）
義
務
者
の
押
印
が
必

要
で
す
。

・
依
頼
書
に
は 

〈
誰
の
分
〉 

の 
〈
何(

税
目
・
料
金
名)

〉 
を 

〈
ど
の
口
座
か
ら
〉
引
き

落
と
す
か
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。〈
誰
の
分
「
納
税(

付)

義
務
者
名
」〉
に
つ
い
て
は
、

現
在
納
付
書
で
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
場
合
は
そ
の
納

付
書
を
も
と
に
お
書
き
い
た

だ
く
の
が
確
実
で
、
こ
れ
か

ら
新
し
く
始
ま
る
分
を
お
届

け
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
そ

の
税
（
料
金
）
の
担
当
者
に

ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

・
依
頼
書
は
金
融
機
関
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

【
振
替
日
】

　

口
座
引
き
落
と
し
日
は
、

基
本
的
に
は
月
末
で
す
。
な

お
、
月
末
に
引
き
落
と
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
翌

月
15
日
に
再
度
引
き
落
と
し

を
行
い
ま
す
。（
※
月
末
や

15
日
が
休
日
の
場
合
の
引
落

日
は
、
翌
営
業
日
で
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
口
座
振
替
に
つ
い
て
の
ご

質
問
は
、
税
（
料
金
）
担
当

課
ま
た
は
会
計
室
ま
で
。

■口座振り替えの手続きから振替スタートまで

納
税(

入)

義
務
者

与
謝
野
町

口
座
を
登
録

金
融
機
関

口
座
を
登
録

町分を送付

〔  　　〕口座振替
依頼書〔  　　〕口座振替

依頼書
金融機関に提出

控え

依頼書提出から登録完了まで　１ヵ月前後
次
回
か
ら

口
座
振
替
ス
タ
ー
ト

※納付書の発送準備をする月の中旬までに役場の登
録を完了したものが、その回から口座振替になりま
す。依頼書の提出後に納付書が届いた場合は、その
回は届いた納付書で納めてください。
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食堂列車「丹後くろまつ号」が生まれ変わります
　京都丹後鉄道（丹鉄）では、4 月 1 日より「FOOD EXPERIENCE」 
をコンセプトに、食堂列車「丹後くろまつ号」で新しいサービスを
提供します。車内で食事を楽しんでいただくだけでなく、途中停車
駅にて生産者から直接食事を提供いただける機会を設けるなど、食
の体験を通じて沿線地域の魅力を発信します。
　　　　　　　　運行日（個人 / 定期 )4 月～ 6 月の金土日祝

　　　　（団体 / 貸切 ) 定期運行の日を除く、4 月
　　　　　　　　　　～ 6 月の水木
予約受付　乗車の３ヵ月前～出発前日の午後５時まで
問い合わせ先　京都丹後鉄道　☎ 25-2323

問 税務課 ☎ 43-9020 ／保健課 ☎ 43-9022

納期限までに納付をお願いします
平成 28 年度町税等の納期

【
納
付
方
法
】

●
町
府
民
税
・

　
固
定
資
産
税

　
町
府
民
税
は
６
月
に
、

固
定
資
産
税
は
５
月
に

１
年
分
（
各
４
枚
）
の

納
付
書
を
ま
と
め
て
送

付
し
ま
す
の
で
、
な
く

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

一
括
納
付
の
方
は
、

４
枚
の
納
付
書
を
使
っ

て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
税

　
口
座
振
替
以
外
の
方

は
、
納
付
書
を
毎
月
送

付
し
ま
す
。

　

一
括
納
付
の
方
は
、

一
括
用
納
付
書
を
使
っ

て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
納
付
の
方

　

一
括
納
付
の
方
は
、

各
税
目
の
第
１
期
納
期

限
に
振
替
し
ま
す
。

　

期
別
納
付
の
方
は
、

各
税
目
の
納
期
限
に
振

替
し
ま
す
。

●
納
期
は
月
末
で
す

　
各
税
目
と
も
、
納
期

は
月
末
で
す
が
、
そ
の

日
が
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
と
な

税目 ４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

納税通知書
の送付日

町民税
府民税 普通徴収 6/30

（木）
8/31

（水）
10/31
（月）

1/31
（火） ６月中旬

固 定 資 産 税 5/31
（火）

8/1
（月）

9/30
（金）

12/28
（水） ５月中旬

軽 自 動 車 税 5/31
（火） ５月中旬

国民健康保険税 6/30
（木）

8/1
（月）

8/31
（水）

9/30
（金）

10/31
（月）

11/30
（水）

12/28
（水）

1/31
（火）

2/28
（火）

3/31
（金）

６月中旬
※納付書は毎月送付

り
ま
す
。

　
納
期
を
過
ぎ
る
と
督

促
状
を
送
付
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
期

限
ま
で
に
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
納
期
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
課
さ
れ
ま
す

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
か

ら
納
付
し
た
場
合
、
納

期
限
の
翌
日
か
ら
完
納

の
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
て
、
年
９
・
１
％
の

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し

た
延
滞
金
を
課
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
納
期
限
の
翌
日
か
ら

１
ヵ
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
は
年
２・８
％
で
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
割

合
は
毎
年
変
動
し
ま
す
。

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　　☎ 0772-68-1041

問 住民環境課 ☎ 43-9030

ちょこボラって知っていますか？

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」（
ち
ょ
こ
ボ
ラ
）

と
は
、
阿
蘇
海
や
そ
の
流
域

の
水
質
の
浄
化
、
町
内
全
域

の
美
化
、
ポ
イ
捨
て
し
な
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

地
域
や
家
族
、
友
人
な
ど
と

気
軽
に
ご
み
を
拾
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
「
ち
ょ
こ
ボ
ラ
」
を
す
る

と
き
は
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
る
受
付
簿
に
記
名
の
上

ご
み
袋
を
受
け
取
り
、
拾
っ

た
ご
み
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

持
参
す
る
と
い
う
仕
組
み
な

の
で
、
ご
み
を
拾
お
う
と

思
っ
て
も「
袋
が
な
い
、拾
っ

た
ご
み
は
ど
う
し
よ
う
か
」

な
ど
、
気
持
ち
は
あ
っ
て
も

そ
の
後
の
こ
と
を
考
え
る
と

た
め
ら
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
な
く
、
拾
っ
た
ご
み

の
処
理
を
気
に
せ
ず
に
ご
自

身
の
活
動
範
囲
の
中
で
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
昨
年
の
７
月
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
取
り
組
み
は
、
延
べ

61
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
与
謝
野
町
を
き
れ
い

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ち
ょ
こ
ボ
ラ
」
の
流
れ

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

シリーズ⑩　ごみについて考える

■ステーションの場所と受付時間

●野田川庁舎、加悦庁舎　　

　午前９時～午後５時　

●クアハウス岩滝　

　開館日のうち午前 10 時～午後５時

●阿蘇シーサイドパーク管理棟

　開館日のうち午前９時～午後５時

　ぜひあなたも身近なところから

“ちょこっと” ずつ始めていきま

せんか？

問 農林課 ☎ 43-9023

「木の駅連続講座」in 与謝野について（事業報告）

　
与
謝
野
町
の
面
積
の
75
％
は
森
林

で
あ
り
、
こ
れ
を
水
源
と
し
て
豊
か

な
自
然
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
整
備
が
行
き
届
い
て
い
な
い
森

林
も
あ
る
た
め
、
荒
廃
し
て
い
る
山

林
を
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
間
伐
材

の
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町

主
催
の
「
木
の
駅
連
続
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
10
月
か
ら

平
成
28
年
２
月
ま
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
座
学
を
計
７
回
実
施
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
子
ど
も
と

大
人
に
分
か
れ
て
森
林
の
健
康
状
態

を
調
査
し
、
間
伐
が
必
要
と
診
断
し

た
森
林
に
つ
い
て
、
間
伐
を
行
い
ま

し
た
。

　
座
学
で
は
、「
森
の
聞
き
書
き
甲

子
園
」
を
主
宰
す
る
澁し

ぶ
澤さ
わ

寿じ
ゅ

一い
ち

先
生

の
講
義
に
お
い
て
、
住
民
か
ら
直
接

話
を
聞
く
こ
と
を
通
じ
、
森
の
知
恵

と
技
、
山
村
暮
ら
し
や
誇
り
の
掘
起

し
を
行
う
実
例
と
そ
の
効
果
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
「
流
域
圏
問
題
の
実
践
家
」

で
あ
る
東
京
大
学
准
教
授
蔵く

ら
治じ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う
先
生
の
講
義
で
は
、
大
江
山
連
峰

か
ら
阿
蘇
海
、
天
橋
立
ま
で
の
森
と

人
に
よ
る
流
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
最
後
に
活
動
の
ま
と
め
と
し
て
、

２
月
20
日
に
提
言
検
討
会
を
実
施
し
、

講
座
の
中
で
取
り
組
ん
だ
滝
地
区
の

森
林
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
山
離
れ

が
進
み
、
自
分
の
所
有
す
る
山
林
の
場

所
が
わ
か
ら
な
い
方
が
多
い
現
状
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
森
林
の

施
業
を
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
自
分
の

山
の
場
所
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
か

ら
始
め
る
必
要
性
に
つ
い
て
参
加
者
同

士
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
検
討
会
の
中
で
は
、
参
加
者
に

よ
る
山
の
暮
ら
し
、
山
の
植
物
、
山
林

の
活
用
に
つ
い
て
意
見
発
表
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、

今
後
は
自
分
た
ち
で
間
伐
し
、
そ
の
材

を
軽
ト
ラ
に
積
み
、
土
場
ま
で
搬
出
す

る
一
連
の
流
れ
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
意
見
が
出
ま
し
た
。
本
講

座
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
28

年
度
は
、
住
民
主
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

＊
こ
の
事
業
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

　
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠
出
金

　
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

フィールドワークで学ぶ参加者

　地域コミュニティ活動の発展を目的

に、一般財団法人自治総合センターの

自治宝くじ受託事業収入を財源とする

コミュニティ助成金を受け、弓木区に

祭事用備品が整備されました。

　宝くじ助成事業は、みなさんが購入

された宝くじを財源として、コミュニ

ティの健全な発展を支援しています。

宝くじの助成金で

整備しました

左／宮太鼓

上／屋台前幕（新調）

町内の ｢ ちょこボラステー

ション ｣ で、受付名簿に氏

名等を記入します。

ちょこボラ用のごみ袋をお

渡しします。

ちょこボラステーション

道路、公園、いつもの散歩

コースなどのポイ捨てごみ

を拾います。

ちょこボラステーション

拾い集めたごみは、受付を

済ませた ｢ ちょこボラス

テーション ｣ の受付に渡す

だけで OK ♪

収集や仕分けの必要はあり

ません。

「広報よさのお知らせ版の発行体系」について
　現在、「広報よさのお知らせ版」を 10 日と 25 日の月に２回発
行していますが、４月８日（金）の発行から下記の通り変更させ
ていただきます。

発行日
平成 28 年３月まで 平成 28 年４月から

発行物 発行物 掲載内容
10 日発行 ①広報よさの 広報よさの 従来の「広報よさの」の

紙面 +「お知らせ版」の
内容を掲載

②広報よさのお知
らせ版

25 日発行 ①広報よさのお知
らせ版

広報よさの
お知らせ版

（※１）

従来の「広報よさの」の
紙面 +「有線テレビ番組
ガイド」の内容を掲載②有線テレビ番組

ガイド
※１：広報よさのと同じＡ４版冊子に変更

STEP １STEP ２STEP ３



まちのうごき
平成 28 年 2 月末現在

人　口 22,905 人（－34）

　男　 10,892 人（－12）

　女　 12,013 人（－22）

世帯数 9,141 戸（＋   1）

※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工観光課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

町 政  News & Information

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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み
ら
い
ふ
（
よ
さ
の
百
年
の
暮
ら

し
委
員
会
）
で
は
、
与
謝
野
町
の
環

境
保
全
や
地
球
温
暖
化
対
策
を
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
「
与
謝
野
町
の
環
境
未
来

２
０
１
６
」
を
町
と
共
催
で
３
月
６

日
、
加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ウ
イ
ル
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
中
心

に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
省

エ
ネ
診
断
、
ご
み
減
量
相
談
会
、
使

用
済
み
食
用
油
を
利
用
し
た
キ
ャ
ン

ド
ル
作
り
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
つ
る

を
利
用
し
た
リ
ー
ス
作
り
や
阿
蘇
海

環
境
改
善
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
町
内
外
の
企
業
や
商
店
に

協
力
い
た
だ
き
「
生
ご
み
処
理
機
・

太
陽
光
発
電
・
薪
ス
ト
ー
ブ
・
電
気

自
動
車
」
な
ど
の
環
境
に
配
慮
し
た

商
品
の
展
示
や
紹
介
を
行
っ
て
い
た

男 女 共 同 参 画

シリーズ 94

与謝野町の環境未来 2016
問 住民環境課 ☎ 43-9030

 織りなす人の手帖を
　　発行しました

だ
く
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
与
謝
野
町
に
は
身

近
な
環
境
の
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い
の

で
毎
年
行
っ
て
ほ
し
い
。
み
ら
い
ふ

の
活
動
が
わ
か
っ
た
。
省
エ
ネ
を
し

て
み
た
い
。
キ
ャ
ン
ド
ル
や
リ
ー
ス

づ
く
り
の
エ
コ
な
考
え
方
が
良
い
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
来
年
も
「
与
謝
野
町
の
環

境
未
来
２
０
１
７
」
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病、妊娠初期の方な
ど、援助や配慮を必要としていることが外見からは分からない方が援助
を得やすくなるよう、ヘルプマークを配布します。
　ヘルプマークを身につけている方を見かけたら、電車・バス内で席を
ゆずる、困っているようであれば声をかけるなど配慮をお願いします。
○対象者　義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、妊
　娠初期の方など、援助や配慮を必要としている方
○問い合わせ先
　［ヘルプマークの受け取り］
　　福祉課　☎ 43-9021
　　丹後保健所福祉室　☎ 0772-62-4302
　［ヘルプマーク事業全般］
　　京都府障害者支援課　☎ 075-414-4598

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、2 月 16 日から 3 月 16 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

問 商工観光課 ☎ 43-9012

地域おこし協力隊通信⑧

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
江え

種ぐ
さ

里り

榮え

子こ(

エ
グ
エ
グ)

で
す
。
私

は
、
道
の
駅
エ
リ
ア
を
通
じ
て
、

地
域
の
魅
力
発
信
の
場
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
訪
れ
た

方
が
与
謝
野
町
の
魅
力
あ
る
場
所

へ
旅
立
つ
「
駅
」、
一
息
つ
い
て

次
へ
行
く
力
を
補
給
す
る
「
駅
」、

与
謝
野
町
の
物
や
人
と
交
流
で
き

る
「
駅
」
と
し
て
、
こ
の
町
に
あ

る
も
の
を
し
っ
か
り
知
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

与
謝
野
町
は
、「
海
の
京
都
」

観
光
圏
。
日
本
海
に
面
し
、
縄
文

か
ら
の
祭さ

い
祀し

や
海
か
ら
伝
わ
っ
た

大
陸
文
化
の
影
響
で
、
古
代
よ
り

栄
え
た
和
の
源
流
と
な
る
数
々
の

国
生
み
伝
説
と
暮
ら
し
が
残
る
地

で
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

天
地
山
海
に
息
づ
く

和
の
源
流　
海
の
京
都

　
最
近
、
海
の
京
都
に
お
け
る
与

謝
地
区
・
滝
地
区
・
奥
滝
地
区
・

鹿
ノ
熊
地
区
・
山
河
地
区
辺
り
一

帯
の
魅
力
発
掘
に
関
わ
り
、
探
検

を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
太
陽
や
星
を
意
識
し
て
作
ら

れ
て
き
た
か
と
思
わ
せ
ら
れ
る
よ

う
な
祠ほ

こ
らや

山
の
恵
み
が
暮
ら
し
と

共
に
あ
る
魅
力
な
ど
が
見
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
か
ふ
か
の
山
道
、
小
川
の
せ

せ
ら
ぎ
、
柔
ら
か
な
苔
の
緑
、
た

ゆ
た
う
椿
の
巨
木
、
不
思
議
な
巨

石
、
竹
林
の
天
井
、
苔
む
し
た
岩

の
階
段
、
頭
痛
治
し
の
不
動
明
神

の
滝
、
大
石
・
小
石
と
い
わ
れ
た

巨
石･･･

加
悦
谷
の
谷
感
を
目

の
当
た
り
に
す
る
眺
め
・
・
・
加

悦
谷
を
形
成
す
る
山
々
に
は
、
多

く
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

水
の
魅
力
。
山
の
力
。

　
与
謝
野
町
に
は
、
天
橋
立
の
内

海
・
阿
蘇
海
へ
と
注
ぐ
野
田
川
が

あ
り
、
そ
の
野
田
川
へ
山
々
か
ら

い
く
つ
も
の
川
が
流
れ
込
み
、
流

域
ひ
と
つ
を
ま
る
ま
る
抱
え
た
加

悦
谷
平
野
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
町
が
ひ
と
つ
の
流
域
を

抱
え
る
希
少
な
土
地
で
す
。

　
与
謝
野
町
を
ぐ
る
り
と
囲
む
大

江
山
連
峰
は
、
主
に
花か

崗こ
う
岩
、
蛇じ
ゃ

紋も
ん

岩
を
含
む
地
質
の
山
々
で
す
。

花
崗
岩
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
と

お
し
て
精
製
さ
れ
た
水
は
、
ま
ろ

や
か
で
美
味
し
い
も
の
で
す
。
一

方
で
花
崗
岩
を
含
む
地
質
は
、
地

盤
が
崩
れ
や
す
い
性
質
も
孕は

ら
ん
で

い
ま
す
。
今
、
全
国
的
に
森
林
の

手
入
れ
が
お
ざ
な
り
の
た
め
に
、

木
が
や
せ
細
り
、
大
雨
で
災
害
を

引
き
起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
大
江
山
連
峰
の
山
々

も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

与
謝
野
町
で
の
木
の
駅

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
募
集

　
美
味
し
い
水
、
山
、
暮
ら
し
を

守
り
活
か
せ
る
よ
う
に
！
そ
の
た

め
の
活
動
拠
点
「
木
の
駅
」
を
与

謝
野
町
に
つ
く
る
お
手
伝
い
が
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
木
の
駅
」
で
は
、
山
の
土
地

を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
管
理
が
で

き
な
い
方
や
、
山
の
手
入
れ
の
仕

方
を
知
り
た
い
方
、
木
や
山
の
利

活
用
を
し
た
い
方
な
ど
が
関
わ
り

あ
っ
て
、
木
や
山
の
問
題
、
利
活

用
を
考
え
、
仕
組
み
づ
く
り
、
山

遊
び
が
で
き
る
場
づ
く
り
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
「
木
の
駅
」チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
加
悦
庁
舎
２
階
会
議
室
で
、
毎

月
第
３
木
曜
日
に
集
合
し
、
木
の

駅
で
取
り
組
む
こ
と
を
話
し
合
い

ま
す
。
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
山

の
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
行
き
ま
せ

ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
林
課 

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３・２
１
９
４

リース作りに取り組む来場者

山々に抱かれ、海へと注

ぐ川をつなぐ加悦谷

　与謝野町合併 10 周年を記念し、
「織りなす人の手帖（町勢要覧）」を
発行しました。
　各庁舎で無
料配布してお
りますので、
ご希望の方は
最寄の庁舎ま
でお越しくだ
さい。

ご存じですか？ヘルプマーク

社会福祉協議会加悦

支所移転のお知らせ

■新事務所　

〒 629-2403

与謝野町字加悦 433 番

地 5（与謝野町商工会

加悦支所１階）

　☎  42-7553　

　FAX 42-2988



お知らせ版
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【
企
画
財
政
課
】

「
ど
こ
で
も
町
長
室
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
住
民
の
方
と
意
見
交
換
等
交
流
の
場
と

し
、
町
政
や
ま
ち
づ
く
り
等
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ど
こ
で
も
町
長

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　
ど
こ
で
も
町
長
室
を
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
形
式
と
し
、
き
た
ん
の
な
い
意

見
を
皆
さ
ま
か
ら
聞
く
場
と
し
ま
す
。

日
時　
４
月
28
日
（
木
）
正
午
～
午
後
１

時
30
分　

場
所　
岩
滝
庁
舎

テ
ー
マ　
町
政
全
般
に
つ
い
て

参
加
方
法　
毎
月
広
報
よ
さ
の
に
、
開
催

場
所
、
テ
ー
マ
を
掲
載
し
ま
す
。
テ
ー
マ

に
興
味
、
意
見
を
持
っ
て
い
る
方
、
団
体

の
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
企
画

財
政
課
ま
で
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
原
則
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す

る
方
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・
個
人　
お
お

む
ね
10
名
前
後　
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
先
着
順
。

参
加
費　
無
料　
※
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
た
め
弁
当
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他　
要
望
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申 

４
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に

企
画
財
政
課 

☎
４
３・
９
０
１
５
へ
。 

kikakuzaisei@
tow

n.yosano.lg.jp

「
ま
ち
づ
く
り
人
づ
く
り
補
助
金
」

申
請
受
付

　
住
民
福
祉
や
自
主
防
災
、
地
域
安
全
な

ど
の
元
気
な
地
域
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
に
よ
る
自
主

的
な
「
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
町
内
で
公
益
的
な
活
動
を
行
う

団
体
（
自
治
会
、
実
行
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
等
）

※
５
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、
そ
の
過

半
数
以
上
が
与
謝
野
町
民
で
あ
る
こ
と
。

■
対
象
事
業  

①
地
方
創
生
推
進
事
業

　
町
が
派
遣
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

活
用
し
、
住
民
主
体
で
策
定
し
た
地
域
づ

く
り
計
画
に
基
づ
く
ソ
フ
ト
事
業
ま
た
は

そ
の
実
施
に
必
要
な
ハ
ー
ド
整
備

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業

　
町
内
で
実
施
す
る
住
民
福
祉
、
防
災
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
ソ
フ
ト
事
業

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業

　
公
民
館
ま
た
は
集
会
所
の
増
築
お
よ
び

改
修
事
業

 

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
整
備
事
業

　
公
民
館
ま
た
は
集
会
所
で
使
用
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
資
す
る
備
品
整
備 

⑤
人
づ
く
り
推
進
事
業

　
①
ま
た
は
②
の
事
業
を
行
う
上
で
、
さ

ら
に
広
い
視
野
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
実

践
者
ま
た
は
指
導
者
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
主
体
的
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
事
業
（
参
加

型
、
主
催
型
）
※
個
人
の
資
格
取
得
等
に

係
る
研
修
は
不
可

■
補
助
率
等　

①
対
象
事
業
費
５
万
円
以
上
、
補
助
率
２

／
３
以
内
（
補
助
金
限
度
額
50
万
円
）

②
対
象
事
業
費
10
万
円
以
上
、
補
助
率
１

／
２
以
内
（
補
助
金
限
度
額
20
万
円
）

③
対
象
事
業
費
20
万
円
以
上
、
補
助
率
１
／

２
以
内
（
補
助
金
限
度
額
２
０
０
万
円
）
※

④
対
象
事
業
費
10
万
円
以
上
、
補
助
率
１

／
２
以
内
（
補
助
金
限
度
額
30
万
円
）
※

⑤
対
象
事
業
費
２
万
円
以
上
、
補
助
率
１

／
２
以
内
（
補
助
金
限
度
額
10
万
円
）

※
③
と
④
は
、
府
補
助
金
の
交
付
対
象
と

な
る
場
合
、
補
助
率
を
２
／
３
以
内
に
引

き
上
げ
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

補
助
要
件
・
対
象
経
費
・
申
請
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
企
画
財
政
課
（
☎

４
３・
９
０
１
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

事
業
実
施
期
間　
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

３
月
31
日
の
間
に
実
施
し
、
完
了
す
る
も
の

申
請
先　
企
画
財
政
課

京
都
府
地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
交
付
金
の
募
集
に
つ
い
て

　
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
協
働
し
て
自

主
的
に
、
暮
ら
し
や
す
く
魅
力
的
な
地
域

に
し
よ
う
と
取
り
組
ま
れ
る
「
地
域
力
再

生
活
動
」に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
実
行
委
員
会

・
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
子

ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
地
縁
型
団
体

・
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
観
光
協

会
等
の
公
共
的
団
体
等

交
付
率　
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内
（
②

の
み
３
／
３
）
※
上
限
額
有
り

■
交
付
金
の
種
類

①
単
独
型　
②
単
独
型
（
特
例
）
※
初
回

の
み　
③
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型　
④
公

共
空
間
活
用
型　
⑤
移
住
促
進
プ
ロ
グ
ラ

ム　
⑥
地
域
力
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
上
記
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
追
加
支
援
メ

ニ
ュ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

応
募
期
間　
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
を
、
企
画
財

政
課
ま
た
は
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
へ
。

　

 

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局 

企
画
振
興

室 

☎
０
７
７
２・６
２・４
３
０
０

企
画
財
政
課 

☎
４
３・９
０
１
５

「
与
謝
野
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
御
礼

品
募
集
に
つ
い
て
（
説
明
会
の
開
催
）

　

与
謝
野
町
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

い
た
だ
い
た
方
々
に
御
礼
品
を
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
御
礼
品
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
た
め
、
町
内
事
業
者
様
を

対
象
に
以
下
の
と
お
り
説
明
会
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
４
月
20
日
（
水
）【
１
回
】
午
後
３

時
～
５
時　
【
２
回
目
】
午
後
７
時
～
９
時

ど
ち
ら
か
ご
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

対
象　
与
謝
野
町
内
に
事
業
所
を
設
け
、

主
と
し
て
本
町
で
産
品
の
製
造
・
販
売
を

行
う
事
業
所
等
（
企
業
、
個
人
、
組
合
、

団
体
及
び
任
意
グ
ル
ー
プ
）

御
礼
品
の
対
象
品
目

工
芸
品
、
民
芸
品
、
食
料
品
等

御
礼
品
の
条
件

●
商
品
の
企
画
ま
た
は
製
造
の
主
た
る
工

程
が
与
謝
野
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

●
反
復
生
産
（
一
品
も
の
を
除
く
）
が
可

能
な
完
成
品
と
し
て
寄
附
者
に
提
供
で
き

る
地
場
産
品
で
あ
る
こ
と

●
食
料
品
は
食
品
衛
生
法
等
法
令
に
合

致
し
て
い
る
こ
と
（
製
造
許
可
証
の
写
し
、

別
紙
製
造
食
品
仕
様
書
及
び
原
材
料
調
査

票
の
提
出
が
必
要
）

そ
の
他

○
取
組
に
参
画
い
た
だ
け
る
事
業
者
様
は
、

説
明
会
後
に
エ
ン
ト
リ
ー
い
た
だ
き
ま
す
。

○
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
て
も
ご
都

合
が
合
わ
な
い
場
合
は
、企
画
財
政
課（
☎

４
３・９
０
１
５
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
第
　
回
京
都
府
女
性
の
船
」
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

　
仕
事
や
地
域
活
動
で
さ
ら
に
活
躍
し
た

い
方
、
業
種
や
地
域
の
枠
を
越
え
て
語
り

合
い
た
い
方
、
人
脈
を
広
げ
た
い
方
な
ど

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
与
謝
野
町
で
は
、

参
加
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

実
施
時
期　
【
研
修
】
６
月
10
日
（
金
）

～
６
月
13
日
（
月
）
３
泊
４
日

【
事
前
研
修
】
５
月
28
日(

土)

、【
事
後

研
修
】
７
月
30
日(

土)

訪
問
地　
北
海
道

研
修
概
要　
講
義
、
グ
ル
ー
プ
学
習
、
全

体
発
表
・
意
見
交
換
会
、
社
会
見
学
等

応
募
資
格　
京
都
府
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
お
お
む
ね
20
歳
以
上
の
女
性
で
次

の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方

①
地
域
や
職
場
の
課
題
解
決
や
活
性
化
の

た
め
に
、
さ
ら
に
能
力
を
発
揮
し
て
活
躍

し
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
方

②
健
康
で
、
こ
の
研
修
に
十
分
耐
え
得
る

体
力
の
あ
る
方

③
団
体
生
活
に
適
応
で
き
る
方　

④
事
前
研
修
か
ら
事
後
研
修
ま
で
の
す
べ

て
に
参
加
で
き
る
方

参
加
費　
３
万
４
５
０
０
円

申
し
込
み
期
限　
４
月
22
日（
金
）【
必
着
】

企
画
財
政
課
ま
で

提
出
書
類　

①
参
加
申
込
書
（
様
式
あ

り
）
②
作
文
（
様
式
あ
り
）
テ
ー
マ
：｢

私
の
活
動
（
関
心
の
あ
る
こ
と
）
と
女
性

の
船
で
学
び
た
い
こ
と｣ 

（
４
０
０
字
～

１
２
０
０
字
以
内
）
申
込
書
は
企
画
財
政

課
に
あ
り
ま
す
。
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問 

企
画
財
政
課　
☎
４
３・９
０
１
５

京
都
府
府
民
生
活
部
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
７
５・４
１
４・４
２
９
１

中
国
語
講
座
を
体
験
受
講
し
ま
せ
ん
か

　
簡
単
な
発
音
の
練
習
、
日
常
会
話
の
習

得
を
目
標
と
し
た
講
座
で
す
。

日
程　
４
月
12
日（
火
）、19
日　
午
後
７
時
30
分
～

講
師　
劉
り
ゅ
う

玉ぎ
ょ
く
萍へ
い　
先
生

対
象　
一
般
・
中
高
校
生

場
所　
知
遊
館

費
用　
右
記
の
開
催
日
は
無
料

問 

与
謝
野
町
日
中
友
好
協
会
事
務
局（
企

画
財
政
課 

☎
４
３・９
０
１
５
）

【
子
育
て
応
援
課
】

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
プ
レ
マ
マca

fe

」

を
開
催
し
ま
す

　
自
分
の
体
の
こ
と
、
お
腹
の
子
ど
も
の

こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
こ
と
な
ど
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。
来
る
時

間
、
帰
る
時
間
は
自
由
で
す
。

対
象　
妊
婦
中
の
方
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
の
方

場
所　
野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

日
程　
４
月
22
日
、
５
月
13
日
、
27
日
、

６
月
３
日
、
17
日　
全
て
金
曜
日

　

 

子
育
て
応
援
課

【
教
育
委
員
会
】

「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
推
進
事
業
」

受
講
生
募
集

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は
大
学
に
お
け
る

一
般
教
養
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
準
じ
る
講

座
の
受
講
を
通
じ
て
の
人
材
育
成
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
約
20
名
の
受
講

者
が
学
ん
で
い
ま
す
。
受
講
料
無
料
で
す
。

申 

社
会
教
育
課
（
☎
４
３・
９
０
２
６
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い　
月
１
回
程

度
の
講
座
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。（
今

年
度
の
１
回
目
は
４
月
16
日(

土
）で
す
）

「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
推
進
事
業
【
第

１
回
講
座
】」
の
お
知
ら
せ

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。な
お
、講
座
終
了
後
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
参
加
に
は
別
途

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
料

無
料
で
す
。

テ
ー
マ 

地
域
に
貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

講
師　
京
都
工
芸
繊
維
大
学　
大
学
戦
略

推
進
機
構　
特
任
准
教
授 

津
吹
達
也　
氏

日
時　
４
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
知
遊
館　
研
修
室

問 

社
会
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
６

初
心
者
対
象
「
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
」

を
開
催
し
ま
す

期
間　
５
月
14
日
～
毎
週
土
曜（
計
６
回
）

午
後
８
時
～
９
時
30
分

場
所　
城
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　
町
内
在
住
の
高
校
生
・
社
会
人
の
方

参
加
料　
１
０
０
０
円
（
初
回
参
加
時
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

申 

与
謝
野
町
体
育
協
会
に
電
話
（
☎

４
６・
６
０
０
６
）
も
し
く
は
与
謝
野
町

テ
ニ
ス
協
会
へ
メ
ー
ル
（yosano_t@

yahoo.co.jp

）
で
５
月
10
日
（
火
）
ま

で
に
、
住
所･

氏
名･

生
年
月
日･

連

絡
先
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
商
工
観
光
課
】

「
マ
イ
浴
衣
」
を
作
り
ま
せ
ん
か　

　
和
装
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
浴
衣
を
制
作
す
る
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

期　
間　
５
月
13
日
～
７
月
８
日　
毎
週

金
曜
日
（
計
９
回
）

コ
ー
ス　
昼
の
部（
午
後
１
時
30
分
～
４
時
）

夜
の
部
（
午
後
７
時
30
分
～
10
時
）

会
場　
与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー

内
容　
各
種
技
法
（
絞
り
・
素
描
・
型
染

め
）
に
よ
る
マ
イ
浴
衣
の
制
作

講
師　
染
色
セ
ン
タ
ー
技
術
指
導
員　
増
田
通
正

対
象　
与
謝
野
町
の
住
民

定
員　
各
コ
ー
ス
６
名
（
応
募
多
数
の
場

合
、
抽
選
を
行
い
結
果
は
電
話
に
て
連
絡

し
ま
す
）

受
講
料　
９
０
０
０
円　
（
浴
衣
生
地
等

材
料
費
込
み
）　

申 

４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
与
謝
野
町
染

色
セ
ン
タ
ー 

☎
４
３・１
１
７
４
へ
。

「
マ
イ
着
物
」
を
作
り
ま
せ
ん
か

　
和
装
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
着
物

の
商
品
化
が
図
れ
る
技
術
者
の
養
成
等
を

目
的
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
着
物
を
制
作
す
る
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
５
月
14
日
～
12
月
17
日　
毎
週
土

曜
日
（
計
30
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー

内
容　
自
由
な
発
想
で
の
着
物
製
作

講
師　
染
色
セ
ン
タ
ー
技
術
指
導
員　
増
田
通
正

対
象　
与
謝
野
町
の
住
民

定
員　
７
名
（
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

を
行
い
結
果
は
電
話
に
て
連
絡
し
ま
す
）

受
講
料　
３
万
８
０
０
０
円　
（
生
地
等

材
料
費
込
み
）　

申 

４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
与
謝
野
町
染

色
セ
ン
タ
ー 

☎
４
３・１
１
７
４
へ
。

【
農
林
課
】

農
家
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　
農
作
業
終
了
後
に
は
農
業
機
械
の
土
を

ほ
場
内
で
し
っ
か
り
落
と
し
、
道
路
等
へ

散
乱
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
も
し
道
路
に
土
が
落
ち
て
し
ま
っ
た

ら
す
ぐ
に
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
田
植
え
に
向
け
、
農
業
機
械
を
使
う
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
安
全
な
農
作
業
を

行
う
た
め
に
、
以
下
の
こ
と
を
心
が
け
農

作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。　

●
機
体
が
大
き
い
田
植
え
機
・
ト
ラ
ク

タ
ー
の
運
転
で
は
、
運
転
席
か
ら
は
見
え

な
い
死
角
が
多
く
存
在
す
る
の
で
、
周
囲

を
十
分
注
意
し
、
後
進
時
は
後
方
確
認
を

徹
底
し
、
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

●
田
植
え
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
清
掃
な
ど

農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
の
と
き
は
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
安
全
を
確
保
し
て

作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ほ
場
の
出
入
り
や
段
差
を
十
分
注
意

し
て
、
無
理
な
運
転
に
よ
る
転
落･

転
倒

に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
柵
に
よ
る
死
傷
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。
正
し
い
使
い
方
で
点
検
・
管
理

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
保
健
課
】

「
脳
ト
レ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

日
程　

５
月
13
日
（
金
）
～
７
月
29
日

（
金
）（
３
ヵ
月
間
、
毎
週
金
曜
日
、
全
11

回
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

対
象　
町
民
（
性
別
不
問
）

申 

５
月
10
日（
火
）ま
で
に
、保
健
課（
☎

４
３・
９
０
２
２
）
へ
。
送
迎
や
改
め
て

の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
自
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

36

問

申

申

問

問申

申

申

申

問 問

申

問

①
地
方
創
生
推
進
事
業

随
時
募
集

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業

５
月
31
日

（
火
）
ま

で
【
厳
守
】

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
整
備
事
業

⑤
人
づ
く
り
推
進
事
業

随
時
募
集
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「みえるまち」ブランドサイト開設 ― http://yosano-branding.jp/

「みえるまち・海の玄関」阿蘇ベイエリア活性化マスタープラン策定

左：３月 12 日に開催した報告会では、プラン策定のパートナー・隈研吾氏（隈研
吾建築都市設計事務所）から概要が報告されました　中・右：メインコンセプト「み
えるまち・海の玄関」を実現するプロジェクトのイメージパース。詳細は上記ブラ
ンドサイト、町ホームページでご覧いただけます（次号で詳細を掲載します）

　与謝野町は、平成 27 年度の主要政
策として「与謝野ブランド戦略事業」
の推進を掲げ、平成 27 年 5 月には、
田子學氏（株式会社エムテド）をクリ
エイティブディレクターに招

しょうへい
聘し、与

謝野町産業振興会議とともに、デザイ

ンマネジメントによるまちづくりを展
開してきました。
　その成果として、平成 27 年 12 月
に開催した「与謝野ブランド戦略シン
ポジウム」において、「与謝野ブラン
ド戦略」のコンセプト「みえるまち」

サイトトップ画面。スマートフォンを前提にした
サイトデザインとし、今後の展開を見据え、日本
語、英語によるバイリンガルサイトとしました。
イメージ動画や展開イメージとも、コンセプトの
柱「安心安全がみえる」「個性がみえる」「もてな
しがみえる」を解説するほか、与謝野ブランド戦
略事業に関する情報を発信しています。

を発表したところです。
　ブランド戦略のコンセプトについて
町内外のより多くの方と共有するとと
もに、ブランド戦略として展開する各
プロジェクトの事業内容等を発信する
ことを目的に、3 月 23 日にブランド
サイトを開設しました。
　今後は、本サイトを通じて、これま
で以上に、各プロジェクトの進捗につ
いて積極的な情報発信・情報公開に努
め、与謝野ブランド戦略に関する取り
組みへの共感と実践の輪を広げ、大き
なうねりを生み出していきます。

　与謝野町は、阿蘇ベイエリアが上記
「みえるまち」の拠点として、産業のイ
ノベーションと住民の挑戦を支え、世
界に向けて町の魅力を発信する場、賑
わいに満ちた豊かな生活をおくる舞台
となることを目指し、平成27年９月
から「阿蘇ベイエリア活性化マスタープラ
ン」策定に向けて取り組んできました。
　プラン策定に当たっては、住民意見
による町の課題や可能性の抽出、住民

自身による具体的プロジェクトの発案
を目指し、ワークショップ「与謝野ラ
ウンドテーブル」を進めてきました。
　全４回のワークショップを通して得
た参加者からの意見やアイデアをもと
に、阿蘇海を主役に据えた与謝野町の
新しいストーリーと、プランのメイン
コンセプトとして、「『みえるまち・海
の玄関』ー新しい人・新しい素材・新
しい体験に出会うまち」を定めました。

　本プランは、阿蘇ベイエリアの将来
像についての基礎となる大きな枠組み
とイメージを住民や関係機関の間で共
有するために策定したものです。今後、
プランの内容を具体的に検討あるいは
実現させるに当たっては、住民・事業
者・外部有識者・行政がそれぞれの役
割を分担し協働しながら、実現に向け
て阿蘇ベイエリアのまちづくりを進め
ていきます。

与謝野ブランド戦略 YOSANO BRANDING

合言葉は "TAKE ACTION"
平成28年度は行動、実行、挑戦の一年に。


